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古
来
、
日
本
と
朝
鮮
半
島
と
の
通
航
や
軍
事
上
の
重
要
拠
点
と
な
っ
て
い
る
国
境
の
島
・
対

馬
。
韓
国
・
釜
山
か
ら
わ
ず
か
五
〇
キ
ロ
の
距
離
に
あ
る
こ
の
島
で
は
近
年
、
韓
国
人
観
光
客

が
急
増
、
生
活
習
慣
や
文
化
の
違
い
な
ど
か
ら
島
人
と
の
間
に
ト
ラ
ブ
ル
も
み
ら
れ
、
韓
国
資

本
に
よ
る
宿
泊
施
設
や
不
動
産
の
買
収
な
ど
が
問
題
化
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
き
を
対
馬
の

人
々
は
ど
う
考
え
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
朝
鮮
半
島
と
の
安
定
し
た
関

係
確
立
こ
そ
が
繁
栄
の
大
前
提
だ
っ
た
島
の
振
興
策
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
│
│
。
住
民
の

意
識
を
中
心
に
、
国
境
最
前
線
の
島
の
実
情
へ
迫
る
。

韓
国
の
影
が
色
濃
い
国
境
の
島

歓
迎
は
し
な
い
が
受
け
入
れ
る
し
か
な
い

一
〜
二
泊
の
観
光
ツ
ア
ー
、四
〇
歳
以
上
の
男
女
、対
馬
は
初
め
て

観
光
情
報
を
提
供
、
買
い
物
も
手
伝
う

日
本
人
こ
そ
対
馬
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い

ビ
ザ
免
除
、船
の
増
便
で
急
増
し
た
韓
国
人
観
光
客

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
徹
底
で
ト
ラ
ブ
ル
は
徐
々
に
減
少

海
と
島
の
日
本
・
Ⅳ



36

二
年
前
に
対
馬
を
訪
ね
た
時
、
韓
国
人
観
光
客
の
増
加
と
マ
ナ
ー

の
悪
さ
、
韓
国
資
本
に
よ
る
宿
泊
施
設
の
買
収
と
韓
国
人
専
用
ホ
テ

ル
の
建
設
な
ど
、
島
に
韓
国
の
影
が
色
濃
く
落
ち
は
じ
め
て
い
る
こ

と
が
気
に
な
っ
た
。

そ
の
後
そ
れ
と
な
く
注
意
し
て
い
た
と
こ
ろ
、遊
休
地
の
買
収（
自

衛
隊
基
地
の
す
ぐ
近
く
も
対
象
）が
問
題
化
し
、平
成
二
〇
年
七
月
に

は
定
期
航
路
化
を
前
提
に
ソ
ウ
ル
の
金
浦
空
港
か
ら
対
馬
空
港
へ
漢

瑞
大
学
が
出
資
す
る
「
漢
瑞
宇
宙
航
空
社
」
の
飛
行
機
が
飛
来
、
同

月
韓
国
の
退
役
軍
人
ら
が
対
馬
市
役
所
前
で
「
独
島
は
韓
国
領
土
・

対
馬
も
韓
国
領
土
」
と
い
う
横
断
幕
を
掲
げ
て
抗
議
活
動
を
強
行
。

日
本
人
が
韓
国
で
「
竹
島
は
日
本
領
土
・
済
州
島
も
日
本
領
土
、

任
那

み

ま

な

（
注
１
）
も
返
せ
！
」
な
ん
て
横
断
幕
を
か
か
げ
て
無
届
デ
モ

を
し
た
ら
、
恐
ら
く
無
事
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、
八
月
に
は
九
州
郵
船
が

一
〇
月
以
降
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
を
二
便
か
ら
一
便
に
減
ら
す
こ
と

を
表
明
（
注
２
）。
大
げ
さ
に
い
え
ば
、
韓
国
と
の
結
び
つ
き
が
ど

ん
ど
ん
深
ま
る
一
方
、
日
本
本
土
と
の
絆
は
ど
ん
ど
ん
細
く
な
っ
て

い
く
ば
か
り
。

最
新
の
事
情
を
知
り
た
く
て
、
平
成
二
〇
年
の
一
〇
月
末
に
変
わ

韓
国
の
影
が
色
濃
い

国
境
の
島

宿
泊
マ
ナ
ー
も
ず
い
ぶ
ん
よ
く
な
っ
た

韓
国
と
の
交
流
な
く
し
て
発
展
な
し

カ
レ
ー
ル
ー
が
一
番
の
人
気
商
品

対
馬
の
経
済
が
潤
っ
て
い
る
の
は
事
実

観
光
だ
け
で
は
な
く
経
済
交
流
を

韓
国
の
客
を
と
ら
な
い
と
食
え
な
い

韓
国
語
と
韓
国
文
化
を
学
べ
る
国
際
文
化
交
流
コ
ー
ス

韓
国
人
が
減
れ
ば
対
馬
は
ま
す
ま
す
疲
弊
す
る

日
韓
の
文
化
交
流
に
役
立
ち
た
い

韓
国
か
ら
近
く
、
自
然
の
豊
か
さ
が
魅
力

対
馬
の
人
は
昔
か
ら
韓
国
人
と
な
じ
み
が
あ
る

国
家
安
全
保
障
は
積
極
的
な
国
際
交
流
を
基
盤
に
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り
ゆ
く
対
馬
を
訪
れ
た
。

対
馬
へ
到
着
し
て
か
ら
知
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
直
前
に
右
翼
団
体

（
実
際
は
と
も
か
く
、
島
人
は
皆
そ
う
呼
ん
で
い
た
）
が
街
宣
活
動

を
し
な
が
ら
韓
国
人
観
光
客
を
恫
喝
す
る
と
い
う
騒
動
が
あ
り
、
産

経
新
聞
で
韓
国
人
お
よ
び
韓
国
資
本
の
進
出
問
題
を
大
き
く
取
り
上

げ
、
一
部
の
人
は
か
な
り
過
敏
に
な
っ
て
い
る
時
期
だ
っ
た
。

産
経
新
聞
の
内
容
に
つ
い
て
、
詳
細
は
直
接
読
ん
で
欲
し
い
が
、

「【
今
、
何
が
問
題
な
の
か
】
対
馬
が
危
な
い
」
と
題
さ
れ
た
連
載
記

事
（
平
成
二
〇
年
一
〇
月
下
旬
連
載
）
の
タ
イ
ト
ル
と
小
見
出
し
だ

け
並
べ
て
お
こ
う
。
こ
れ
で
、
記
事
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
が
お
お
よ

そ
推
察
で
き
る
だ
ろ
う
。

盧
韓
国
　
不
動
産
相
次
ぎ
買
収
、
自
衛
隊
基
地
隣
接
地
も
、
行
幸

の
碑
も
「
人
質
」

盪
侵
食
さ
れ
る
国
の
要
衝
、
従
業
員
は
島
民
、
チ
ラ
つ
く
中
国
の

影
、
強
い
韓
国
領
土
意
識

蘯
島
民
の
３
倍
　
韓
国
か
ら
大
挙
、
地
元
は
潤
わ
な
い
、
ガ
イ
ド

も
韓
国
人

盻
生
き
残
り
へ
苦
渋
の
「
歓
迎
」、
経
済
悪
化
、
過
疎
に
拍
車
、

韓
国
は
経
済
起
爆
剤
、「
防
人
の
島
新
法
」

眈
韓
国
は
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
、「
対
馬
島
の
日
」
で
対
抗
、

歴
史
的
な
緊
密
さ

島
外
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
か
け
が
あ
る
中
で
、
増
大
す
る
韓
国

人
観
光
客
に
対
し
て
、
島
人
は
ど
ん
な
想
い
を
抱
い
て
い
る
の
か
。

現
地
を
歩
い
て
、
直
接
語
っ
て
も
ら
っ
た
。
あ
え
て
、
島
人
そ
れ
ぞ

れ
の
想
い
を
羅
列
し
て
あ
る
。
全
部
に
目
を
通
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

現
在
の
対
馬
の
雰
囲
気
が
あ
る
て
い
ど
汲
ん
で
も
ら
え
る
だ
ろ
う
。

最
初
に
、
取
材
を
終
え
た
時
の
全
般
的
な
印
象
を
述
べ
て
お
け
ば
、

島
人
の
多
く
は
現
状
を
冷
静
に
受
け
止
め
、
現
実
的
な
対
処
を
し
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
大
歓
迎
で
も
な
い
が
排
斥
も
せ
ず
、
う

ま
く
付
き
合
っ
て
い
け
れ
ば
そ
れ
で
い
い
。
そ
ん
な
感
じ
。

そ
し
て
、
そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
元
軍
に
占
領
さ
れ
た
時
や
朝

鮮
に
攻
め
ら
れ
た
時
も
含
め
、
二
千
年
以
上
に
わ
た
っ
て
対
馬
は
い

つ
も
対
馬
で
あ
っ
た
と
い
う
揺
る
ぎ
の
な
い
想
い
だ
ろ
う
。
そ
の
想

特集 海と島の日本・Ⅳ

歓
迎
は
し
な
い
が

受
け
入
れ
る
し
か
な
い

「
任
那
日
本
府
」
と
い
う
「
倭
国
」
の
出
先
機
関
が
置
か
れ
、
朝
鮮
支
配
の
軍
事
拠
点
だ

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
存
在
や
実
態
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
。

※
注
２：

博
多
〜
厳
原
間
に
は
九
州
郵
船
の
超
高
速
船
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
（
Ｊ
Ｆ
）
が

一
日
二
往
復
（
う
ち
一
便
は
厳
原
か
ら
さ
ら
に
比
田
勝
へ
）、
フ
ェ
リ
ー
（
Ｆ
）
が
二
往

復
、
博
多
〜
比
田
勝
間
に
は
Ｆ
一
往
復
が
就
航
し
て
い
た
が
、
燃
油
高
騰
な
ど
に
よ
り
平

成
二
〇
年
一
〇
月
か
ら
Ｊ
Ｆ
を
一
往
復
に
減
便
、
Ｊ
Ｆ
で
の
日
帰
り
が
不
可
能
に
な
っ
た
。

一
一
月
か
ら
は
比
田
勝
発
着
の
Ｊ
Ｆ
も
休
止
状
態
。
平
成
二
一
年
一
月
現
在
、
博
多
〜
厳

原
の
Ｊ
Ｆ
料
金
は
九
〇
五
〇
円
（
う
ち
燃
料
油
価
格
変
動
調
整
金
一
三
五
〇
円
）、
Ｆ
二

等
は
五
八
〇
〇
円
（
同
）。
所
要
時
間
は
Ｊ
Ｆ
二
時
間
一
五
分
、
Ｆ
四
時
間
四
〇
分
。

※
注
１
　
任
那：

六
世
紀
、
朝
鮮
半
島
東
南
部
の
伽
耶
（
か
や
）
と
呼
ば
れ
た
諸
小
国
に

島
人
の

平
均
的
な
感
覚
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い
は
、
歴
史
に
裏
打
ち
さ
れ
た
密
か
な
自
信
と

言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

対
馬
へ
は
夕
方
遅
く
入
っ
た
の
で
、
そ
の
晩

は
空
港
近
く
の
宿
に
泊
っ
た
。
韓
国
人
観
光
客

は
受
け
て
い
な
い
と
い
う
そ
の
宿
で
聞
い
た
話

が
、
彼
ら
と
直
接
接
す
る
機
会
の
な
い
島
人
の

平
均
的
な
感
覚
の
よ
う
に
感
じ
た
の
で
、
最
初

に
紹
介
し
て
お
こ
う
。

「
韓
国
人
？
　
増
え
た
ね
、
最
近
は
。
対
馬
の

人
口
と
同
じ
く
ら
い
き
て
い
る
」

実
際
は
、
対
馬
の
人
口
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、

平
成
一
九
年
は
約
六
万
五
〇
〇
〇
人
で
、
対
馬

の
人
口
（
三
万
六
〇
〇
〇
弱
。
実
人
口
は
さ
ら

に
少
な
い
と
い
う
人
も
多
い
）
の
倍
近
い
。
平

成
二
〇
年
は
、
そ
れ
を
軽
く
追
い
越
す
勢
い
だ
。

「
日
本
人
客
は
減
る
一
方
な
の
で
、
韓
国
人
を
受
け
入
れ
る
し
か
な

い
。
大
半
が
素
泊
ま
り
で
、
一
泊
三
五
〇
〇
円
く
ら
い
ら
し
い
。
入

国
と
出
国
は
厳い

づ

原は
ら

か
比ひ

田た

勝か
つ

だ
が
、
宿
泊
は
ほ
と
ん
ど
が
厳
原
。
食

事
は
、
韓
国
人
経
営
の
焼
き
肉
屋
へ
行
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、
韓

国
人
の
間
で
金
が
巡
っ
て
い
る
だ
け
で
、
対
馬
に
は
残
ら
な
い
。
夜

も
朝
も
、
必
ず
風
呂
に
入
り
た
が
る
と
い
う
し
」

「
対
馬
〜
韓
国
間
の
航
空
路
が
開
設
さ
れ
る
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す

が
」

「
値
段
の
高
い
飛
行
機
に
乗
る
人
は
、

果
た
し
て
い
る
か
ね
」

「
韓
国
人
に
よ
る
宿
の
買
収
は
多
い
ん

で
す
か
」

「
対
馬
の
人
間
を
間
に
立
て
て
買
っ
て

い
る
か
ら
、よ
く
分
か
ら
な
い
。税
金
を

ち
ゃ
ん
と
払
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
怪

し
い
も
ん
だ
。
韓
国
人
専
用
の
宿
も
あ

る
。公
園
で
弁
当
を
食
べ
て
、カ
ス
を
そ

の
ま
ま
捨
て
て
い
く
ん
で
汚
い
ん
だ
」

否
定
的
な
話
が
多
く
て
、
歓
迎
し
て

い
る
と
は
言
い
難
い
。

翌
朝
、
民
宿
か
ら
バ
ス
停
へ
歩
い
て

行
く
途
中
、
空
き
店
舗
に
日
本
語
と
ハ

ン
グ
ル
で
「
テ
ナ
ン
ト
あ
り
ま
す
」
と
記
さ
れ
て
い
た
の
が
、
対
馬

の
現
状
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

対
馬
で
の
取
材
に
先
立
っ
て
、
ま
ず
市
役
所
に
対
馬
市
観
光
物
産

推
進
本
部
副
本
部
長
の
本
石
健
一
郎
さ
ん
（
対
馬
観
光
物
産
協
会
事

務
局
長
で
も
あ
る
）を
訪
ね
、対
馬
観
光
の
現
状
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。

対
馬
へ
の
観
光
客
実
数
は
、
平
成
一
一
年
に
は
二
〇
万
人
台
に
乗

厳原港ターミナル内、対馬と釜山を結ぶ高速船の搭乗口。

一
〜
二
泊
の
観
光
ツ
ア
ー
、

四
〇
歳
以
上
の
男
女
、対
馬
は
初
め
て

韓
国
人
観
光
客
の

実
像
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り
、
平
成
一
五
年
に
は
三
〇
万
人
台
へ
。
今
の
と
こ
ろ
統
計
は
平
成

一
八
年
ま
で
だ
が
、
四
年
間
は
三
四
万
人
前
後
で
推
移
し
て
い
る
と

い
う
。
ほ
ぼ
右
肩
上
が
り
で
増
え
て
い
る
と
は
、
意
外
だ
っ
た
。

平
成
一
三
年
と
一
八
年
を
比
べ
た
島
へ
の
入
込
客
数
の
変
化
を
、

長
崎
県
観
光
統
計
か
ら
拾
う
と
、
五
島
は
七
〇
万
四
三
三
人→

六
〇

万
六
九
二
七
人
に
減
少
、
壱
岐
も
四
六
万
一
五
五
人→

三
九
万
八
一

一
七
人
へ
。
一
方
、
対
馬
は
二
九
万
四
一
四
六
人→

三
一
万
二
三
〇

四
人
と
、
わ
ず
か
な
が
ら
も
増
加
し
て
い
る
。

韓
国
人
観
光
客
の
数
字
に
つ
い
て
は
、
入
国

管
理
局
の
項
で
詳
し
く
触
れ
る
が
、
平
成
一
七

年
ビ
ザ
が
免
除
に
な
る
と
と
も
に
韓
国
と
対
馬

を
結
ぶ
高
速
船
が
二
隻
態
勢
に
強
化
さ
れ
、
一

挙
に
韓
国
人
観
光
客
が
増
え
た
と
い
う
。

釜
山
と
対
馬
を
結
ぶ
船
の
運
航
状
況
は
、
厳

原
に
は
金
・
土
・
月
の
三
便
、
さ
ら
に
隔
週
で

木
曜
日
も
や
っ
て
く
る
。
比
田
勝
へ
は
、
水
・

日
の
週
二
便
、
隔
週
で
木
曜
に
も
や
っ
て
く
る
。

だ
か
ら
、
火
曜
日
以
外
は
、
毎
日
釜
山
か
ら
の

観
光
客
が
や
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

高
速
船
を
運
航
し
て
い
る
大
亜
高
速
海
運
は

「
シ
ー
フ
ラ
ワ
ー
」（
Ｓ
Ｆ
、
定
員
三
七
六
）
と

「
ド
リ
ー
ム
フ
ラ
ワ
ー
」（
Ｄ
Ｆ
、
定
員
三
〇
〇
）

の
二
隻
態
勢
で
運
航
し
て
い
る
。
釜
山
か
ら
の

所
要
時
間
は
、
比
田
勝
ま
で
な
ら
Ｄ
Ｆ
で
一
時
間
二
〇
分
、
Ｓ
Ｆ
で

一
時
間
五
〇
分
。
厳
原
へ
は
Ｄ
Ｆ
で
二
時
間
二
〇
分
、
Ｓ
Ｆ
で
二
時

間
五
〇
分
。
運
賃
は
、
片
道
七
〇
〇
〇
円
程
度
だ
と
い
う
。

参
考
ま
で
に
記
し
て
お
け
ば
、
東
京
〜
伊
豆
大
島
は
ジ
ェ
ッ
ト
フ

ォ
イ
ル
で
一
時
間
四
五
分
、
福
岡
〜
比
田
勝
は
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル

で
三
時
間
五
分
、
フ
ェ
リ
ー
だ
と
五
時
間
五
〇
分
か
か
る
。

さ
ら
に
、
博
多
〜
釜
山
を
結
ん
で
運
航
さ
れ
て
い
る
ジ
ェ
ッ
ト
フ

ォ
イ
ル
の「
ビ
ー
ト
ル
」が
、
対
馬
に
寄
港
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

特集 海と島の日本・Ⅳ

行儀よく並んで歩く韓国人観光客。こんな光景は珍しいと対
馬の人が驚いていた。

韓国資本の土産物店。
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「
例
の
大
学
が
や
っ
て
い
る
航
空
会
社
は
、
国
際
ラ
イ
セ
ン
ス
を
ソ

ウ
ル
で
取
得
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
そ
う
で
す
。
飛
行
機
な
ら
ば
、
ソ

ウ
ル
か
ら
一
時
間
、
釜
山
か
ら
な
ら
ば
一
五
分
。
飛
行
機
は
二
〇
人

乗
り
の
ビ
ー
チ
ク
ラ
フ
ト
機
を
予
定
し
て
い
る
よ
う
で
す
」

最
近
の
傾
向
は
、
原
生
林
が
残
る
山
へ
の
登
山
客
も
増
え
て
い
る

こ
と
。
白し

ら

嶽た
け

（
標
高
五
一
九
メ
ー
ト
ル
）
は
個
人
や
グ
ル
ー
プ
、
有あ

り

明あ
け

山や
ま

（
同
五
五
八
メ
ー
ト
ル
）
は
修
学
旅
行
が
多
い
と
い
う
。

「
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
を
履
い
て
、
船
か
ら
下
り
て
く
る
人
も

見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
修
学
旅
行
も
、
先
週
二
、
三
校
六

〇
〇
人
ほ
ど
が
き
て
い
ま
し
た
」

マ
ナ
ー
も
以
前
と
比
べ
れ
ば
、
ず
い
ぶ
ん
向
上
し
た
と
い
う
。

「
以
前
は
、
土
産
品
店
前
の
車
道
に
は
み
出
し
て
、
ク
ル
マ
が
き
て

も
ど
こ
う
と
し
な
か
っ
た
り
、
中
心
街
の
川
に
架
か
る
小
さ
な
橋
の

上
で
座
り
込
ん
だ
り
、
公
園
で
宴
会
を
開
い
た
り
、
い
ろ
い
ろ
と
苦

情
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
旅
行
社
や
ガ
イ
ド
を
通
じ
て
注
意
し
た
と

こ
ろ
、
だ
い
ぶ
良
く
な
り
ま
し
た
」

平
成
二
〇
年
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
は
、
韓
国
人
観
光
客
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
と
い
う
。
そ
の
結
果
は
、
以
下
の

通
り
だ
。

対
馬
は
初
め
て
と
い
う
人
が
、
約
八
割
。
居
住
地
は
、
釜
山
が
大

半
か
と
思
っ
て
い
た
ら
三
六
％
で
、
ソ
ウ
ル
が
一
一
％
と
い
う
結
果

に
な
っ
て
い
た
。
約
半
分
は
そ
の
他
で
、
韓
国
全
土
か
ら
対
馬
ツ
ア

ー
に
参
加
し
て
い
る
の
か
釜
山
周
辺
の
市
町
村
か
ら
の
参
加
者
が
多

い
の
か
は
分
か
り
か
ね
た
が
、
韓
国
で
は
全
国
的
に
対
馬
が
注
目
さ

れ
て
い
る
と
み
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

男
女
比
は
ほ
ぼ
拮
抗
し
て
い
る
が
、
年
齢
層
は
五
〇
代
が
三
三
％
、

六
〇
歳
以
上
が
三
〇
％
、
四
〇
代
が
一
九
％
と
、
四
〇
歳
以
上
で
八

割
以
上
を
占
め
て
い
る
。
来
島
の
動
機
と
し
て
は
六
割
が
観
光
で
、

そ
れ
以
外
に
登
山
と
歴
史
が
一
〇
％
、
景
観
が
八
％
、
釣
り
の
四
％

が
続
く
。
登
山
・
歴
史
・
景
観
は
、
観
光
に
包
括
す
る
こ
と
も
で
き

る
の
で
、
ほ
と
ん
ど
が
観
光
目
的
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

来
島
の
仕
方
は
、
ツ
ア
ー
が
五
八
％
、
個
人
が
九
％
、
無
効
が
三

三
％
と
な
っ
て
い
る
。
個
人
で
き
て
い
る
人
間
が
、
無
効
な
回
答
を

す
る
可
能
性
は
、
ツ
ア
ー
客
よ
り
格
段
に
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の

で
、
ツ
ア
ー
客
九
に
対
し
て
個
人
客
は
一
と
い
っ
た
割
合
の
よ
う
だ
。

滞
在
日
数
は
、
一
泊
二
日
が
六
三
％
、
二
泊
三
日
が
二
〇
％
で
、

さ
ら
に
無
効
回
答
を
の
ぞ
く
と
、
九
割
近
く
が
一
、
二
泊
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
ま
た
、
自
由
時
間
の
過
ご
し
方
と
し
て
は
、
土
産
店
が

最
も
多
く
、
購
入
し
た
土
産
物
は
菓
子
、
化
粧
品
、
海
産
物
の
順
。

買
い
物
に
費
や
し
た
金
額
は
、
五
〇
〇
〇
〜
一
万
円
、
五
〇
〇
〇
円

未
満
、
一
〜
三
万
円
が
二
〇
％
強
で
ほ
ぼ
同
じ
。
三
万
円
以
上
が
、

一
四
％
と
な
っ
て
い
る
。
対
馬
に
ま
た
来
た
い
か
ど
う
か
に
つ
い
て

は
、
ち
ょ
う
ど
三
分
の
二
の
六
六
％
が
「
は
い
」、「
い
い
え
」
は
二

二
％
、
残
り
は
無
効
回
答
。

こ
の
無
効
回
答
が
か
な
り
多
い
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
読
み
取
れ
る
の

は
、
あ
ま
り
旅
慣
れ
な
い
人
が
、
値
段
も
手
ご
ろ
で
、
時
間
も
か
か
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ら
な
い
外
国
へ
、
ち
ょ
っ
と
旅
し
て
み
よ
う
、
そ
ん
な
軽
い
ノ
リ
で

来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
。

対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー
に
入
っ
て
い
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

テ
ィ
ア
ラ
に
小
さ
な
ブ
ー
ス
が
あ
り
、
そ
こ
に
商
工
会
事
業
と
し
て

韓
国
語
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。
役
割
は
韓
国
人
観
光

客
の
相
談
所
だ
が
、
具
体
的
に
は
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
。

担
当
の
赤
木
亜
未
さ
ん
に
聞
い
た
。

「
主
に
、
買
い
物
の
手
伝
い
で
す
。
こ
の
商
品
は
ど
ん
な
も
の
な
の

か
、
詳
し
く
知
り
た
が
り
ま
す
ね
。
五
歳
用
の
服
で
、
男
の
子
用
か

ど
う
か
と
か
。
ど
こ
の
国
で
製
造
さ
れ
た
か
と
か
。
自
分
で
調
べ
ず

に
、
す
ぐ
聞
く
人
が
多
い
。
そ
れ
か
ら
、
中
国
製
の
も
の
を
、
す
ご

く
嫌
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
」

無
理
な
注
文
も
多
い
よ
う
だ
が
、
言
わ
れ
た
こ
と
は
で
き
る
だ
け

頑
張
る
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
。

「
値
切
っ
て
く
れ
、
交
渉
し
て
く
れ
っ
て
言
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
で

す
。
こ
こ
は
日
本
な
の
で
ま
け
な
い
で
す
よ
と
言
っ
て
も
、
韓
国
で

は
ま
け
て
く
れ
る
の
で
、
日
本
で
も
ま
け
な
さ
い
、
な
ん
て
。
返
品

す
る
人
も
多
い
で
す
。
当
日
の
レ
シ
ー
ト
が
あ
れ
ば
、
大
体
返
品
を

受
け
て
く
れ
ま
す
が
。
修
学
旅
行
で
来
た
高
校
生
が
、
他
に
欲
し
い

も
の
が
あ
っ
た
け
れ
ど
お
金
が
な
い
の
で
返
品
し
た
い
、
な
ん
て
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
小
銭
を
嫌
う
人
も
多
い
で
す
ね
。
重
た
い
か
ら

厭
だ
っ
て
」

韓
国
人
観
光
客
は
圧
倒
的
に
団
体
が
多
く
、
九
割
以
上
に
達
す
る

だ
ろ
う
と
の
こ
と
。

「
団
体
さ
ん
は
コ
ー
ス
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
個
人
だ
と
ど
こ
を

観
光
し
た
ら
い
い
か
、
ど
う
や
っ
て
レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
れ
ば
い
い

か
、
寿
司
や
刺
身
の
美
味
し
い
店
、
な
ど
を
聞
か
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
カ
ー
ド
を
使
え
る
店
が
少
な
く
、
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
も
で
き
な

い
と
い
う
苦
情
も
あ
り
ま
す
ね
」

韓
国
人
が
対
馬
に
く
る
三
大
目
的
は
、
観
光
、
釣
り
、
登
山
だ
そ

う
だ
が
、
最
近
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
み
に
く
る
人
も
増
え
て
い

特集 海と島の日本・Ⅳ

ショッピングセンター内にある
韓国語支援センター。

観
光
情
報
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、

買
い
物
も
手
伝
う

韓
国
語
支
援
セ
ン
タ
ー
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る
と
い
う
。

赤
木
さ
ん
は
対
馬
の
豊
玉
高
校
か
ら
、
釜
山
の
釜
慶
大
学
に
進
学

し
た
が
、
現
在
は
一
年
間
の
休
学
中
だ
。

「
高
校
一
年
の
時
に
釜
慶
大
学
と
交
流
会
が
あ
り
、
韓
国
に
興
味
を

持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
対
馬
な
ら
韓
国
語
が
で
き
れ
ば
、
就
職

に
役
立
つ
だ
ろ
う
と
留
学
を
決
意
し
た
ん
で
す
。
釜
慶
大
学
は
大
き

い
の
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
学
べ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
し
、
若
い
う

ち
に
少
し
冒
険
を
し
た
い
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。
両
親
は
最
初
反

対
し
ま
し
た
が
、
今
は
支
援
し
て
く
れ
て
い
ま
す
」

な
か
な
か
積
極
的
な
赤
木
さ
ん
だ
が
、
休
学
の
理
由
も
前
向
き
だ

っ
た
。

「
で
き
た
ら
韓
国
で
就
職
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
そ
の

前
に
対
馬
の
現
状
や
日
本
社
会
を
、
し
っ
か
り
と
見
て
お
き
た
か
っ

た
。
実
社
会
に
出
る
前
に
、
も
っ
と
経
験
を
積
ん
で
お
き
た
か
っ
た

ん
で
す
。
韓
国
で
は
、
休
学
は
ご
く
普
通
で
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
、
男
性
は
徴
兵
制
度
が
あ
る
の
で
、
在
学
中
に
済
ま
せ
て
お
く

人
が
多
い
か
ら
」

三
年
の
後
期
だ
っ
た
平
成
二
〇
年
一
月
か
ら
、
二
一
年
三
月
ま
で

休
学
の
予
定
だ
。

「
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
九
月
か
ら
働
い
て
い
ま
す
」

セ
ン
タ
ー
に
詰
め
て
い
な
い
時
は
、
万
関
橋
に
近
い
土
産
品
店
で

通
訳
兼
売
り
子
と
し
て
働
い
て
い
る
と
い
う
。

「
特
に
土
日
は
韓
国
人
が
多
く
て
、
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
バ
ス
が
二
、

三
〇
台
入
る
こ
と
も
あ
っ

て
。
ア
ワ
ビ
の
人
気
が
高

い
で
す
ね
。
韓
国
の
ア
ワ

ビ
は
小
さ
い
上
に
、
養
殖

物
が
多
い
。
で
も
、
対
馬

の
ア
ワ
ビ
は
大
き
く
て
、

そ
の
上
韓
国
よ
り
も
安
い

と
大
人
気
で
す
。
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
の
箱
を
何
段
も

重
ね
て
、
一
度
に
七
キ
ロ

買
っ
て
い
っ
た
人
も
い
ま

し
た
。
エ
イ
ヒ
レ
も
人
気

で
す
。
そ
れ
か
ら
対
馬
の

お
酒
や
シ
イ
タ
ケ
に
も
興
味
を
示
す
人
が
多
い
で
す
ね
。
な
に
か
お

勧
め
を
と
言
わ
れ
た
ら
、
対
馬
の
お
菓
子『
か
す
ま
き
』や
藻
塩
な
ど

を
勧
め
て
い
ま
す
」

一
〇
月
末
時
点
で
も
ウ
ォ
ン
安
で
、
土
産
品
店
の
売
り
上
げ
に
影

響
が
出
つ
つ
あ
る
と
言
っ
て
い
た
の
で
、
さ
ら
に
急
激
に
進
ん
だ
為

替
変
動
は
、
大
き
な
打
撃
と
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

昔
か
ら
、
比
較
的
韓
国
人
観
光
客
と
の
交
流
が
多
か
っ
た
と
い
う

日
本
人
こ
そ
対
馬
の

素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い

あ
る
島
人
の

言
葉

市役所の二宮照幸さんと話す韓国語支援センターの
赤木亜未さん（左）。
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島
人
に
よ
る
と
、

「
う
ち
へ
は
、
昔
か
ら
け
っ
こ
う
韓
国
の
お
客
さ
ん
が
き
て
く
だ
さ

っ
て
い
た
ん
で
す
よ
。
迷
惑
な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
。
あ
り
が
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
富
裕
層
の
方
が
多
く
、
マ
ナ
ー
も
心
得
て
い
る

の
で
、
何
の
問
題
も
あ
り
ま
せ
ん
。
文
化
の
違
い
は
お
互
い
に
受
け

入
れ
、
理
解
し
合
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
相
手
の
文

化
や
食
事
の
作
法
を
知
っ
た
上
で
、
対
馬
で
は
こ
う
だ
と
い
う
決
ま

り
を
き
ち
ん
と
伝
え
て
お
く
べ
き
で
す
ね
」

例
え
ば
、
日
本
の
場
合
脱
い
だ
靴
は
爪
先
を
外
側
に
向
け
て
並
べ

る
が
、
韓
国
で
は
大
変
失
礼
な
意
思
表
示
な
の
だ
と
い
う
。

「
さ
っ
さ
と
帰
っ
て
く

だ
さ
い
、
と
い
う
意
味

に
な
る
そ
う
な
ん
で

す
」ご

飯
茶
椀
を
持
っ
て

食
べ
る
か
、
置
い
た
ま

ま
食
べ
る
か
な
ど
は
、

典
型
的
な
違
い
だ
ろ
う
。

「
先
日
、
右
翼
み
た
い

な
人
た
ち
が
対
馬
へ
や

っ
て
き
て
、
一
般
の
韓

国
人
観
光
客
に
詰
め
よ

り
、
お
前
ら
帰
ら
ん
か

い
、
な
ど
と
罵
声
を
浴
び
せ
て
い
た
ん
で
す
よ
。
突
然
島
外
か
ら
や

っ
て
き
て
、
そ
れ
は
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
国
際
時
代
に
、
何
人
だ

か
ら
悪
い
と
い
う
よ
う
な
物
言
い
は
お
か
し
い
で
し
ょ
う
。
た
い
し

た
努
力
も
し
て
い
な
い
の
に
、
こ
れ
だ
け
韓
国
の
お
客
さ
ん
が
き
て

下
さ
る
ん
で
す
よ
。
対
馬
の
重
要
性
は
、
韓
国
の
方
の
方
が
よ
く
知

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
対
馬
人
に
対
し
て
は
好
意
的
な
ん
で
す
よ
。

特
に
、
釜
山
で
は
。
韓
国
と
日
本
の
間
で
、
対
馬
が
果
た
し
て
き
た

役
割
を
知
っ
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
ね
」

日
本
本
土
の
人
こ
そ
、
も
っ
と
対
馬
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
欲

し
い
と
、
強
調
し
た
。

「
一
〇
年
前
は
、
大
半
の
対
馬
人
が
韓
国
人
観
光
客
に
対
し
て
否
定

的
で
し
た
。
偏
見
が
強
か
っ
た
ん
で
す
。
行
儀
が
悪
い
と
嫌
う
と
こ

ろ
も
あ
る
け
れ
ど
、
最
近
は
歓
迎
し
て
い
る
も
店
も
多
い
よ
う
で
す

よ
。
お
客
さ
ん
が
な
に
を
望
ん
で
い
る
か
察
す
る
の
も
、
接
客
業
の

仕
事
だ
と
思
い
ま
す
」

対
馬
へ
の
出
入
国
を
管
理
し
て
い
る
法
務
省
福
岡
入
国
管
理
局
対

馬
出
張
所
に
、
韓
国
人
観
光
客
が
激
増
し
て
い
る
こ
の
状
況
を
ど
う

見
て
い
る
の
か
聞
き
た
か
っ
た
の
だ
が
、
一
出
張
所
と
は
い
え
発
言

は
す
べ
て
法
務
省
の
見
解
に
な
る
か
ら
と
断
ら
れ
た
。
彼
ら
の
立
場

か
ら
す
れ
ば
、
仕
方
の
な
い
対
応
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

特集 海と島の日本・Ⅳ

ビ
ザ
免
除
、船
の
増
便
で

急
増
し
た
韓
国
人
観
光
客

福
岡
入
管
対
馬
出
張
所

ハングル表記しかない店。
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数
字
の
提
供
だ
け
で
よ
け
れ
ば
と
、
訪
問
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
。

渡
さ
れ
た
資
料
に
よ
る
と
、
平
成
一
二
年
か
ら
一
六
年
ま
で
の
厳

原
港
の
韓
国
人
入
国
者
数
は
、
六
〜
九
〇
〇
〇
程
度
で
推
移
し
て
い

る
が
、
平
成
一
七
年
は
二
万
三
〇
一
二
（
韓
国
人
以
外
の
外
国
人
は

一
一
一
人
だ
け
）
と
跳
ね
上
が
っ
て
い
る
。
同
年
の
、
比
田
勝
港
の

韓
国
人
入
国
者
数
は
一
万
三
七
五
六
人
。

平
成
一
七
年
度
の
法
務
省
統
計
「
主
な
海
港
別
外
国
人
出
入
国
者

数
」
を
み
る
と
、
前
年
ま
で
四
位
だ
っ
た
長
崎
を
抜
き
、
僅
差
な
が

ら
厳
原
が
四
位
に
躍
進
し
て
い
る
。
外
国
人
の
出
入
国
と
い
う
観
点

か
ら
す
る
と
、
厳
原
は
博
多
、
下
関
、
大
阪
に
次
ぐ
日
本
で
四
番
目

の
港
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
も
し
か
し
た
ら
比
田
勝
は
、

全
国
第
六
位
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
春
に
ビ
ザ
が
免
除
に
な
り
、
船
が
二
隻
態
勢
に
な
っ
た
年
で
す
」

と
、
所
長
の
宮
城
元
作
さ
ん
。

そ
の
後
、
対
馬
二
港
の
韓
国
人
入
国
者
数
は
平
成
二
〇
年
秋
ま
で

は
右
肩
上
が
り
に
増
え
続
け
た
。
平
成
一
七
年
、
三
万
六
七
六
八
人

（
対
馬
の
全
人
口
と
ほ
ぼ
同
じ
）、
一
八
年
四
万
二
四
六
七
人
、
一
九

年
六
万
五
七
五
〇
、
そ
し
て
、
平
成
二
〇
年
は
七
月
ま
で
に
四
万
六

一
二
一
人
（
こ
の
数
字
の
み
全
外
国
人
だ
が
、
九
九
％
以
上
が
韓
国

人
）
と
推
移
し
て
い
る
。
こ
の
時
ま
で
の
勢
い
が
維
持
さ
れ
て
い
た

ら
、
九
万
人
に
届
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
話
も
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
急
激
な
ウ
ォ
ン
安
で
減
速
し
た
と
い
う
。

少
な
い
管
理
官
で
多
く
の
出
入
国
者
を
扱
わ
な
く
て
は
な
ら
ず
、

厳原港国際ターミナ
ル（右）と厳原港タ
ーミナルビル。
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手
続
き
終
了
ま
で
一
、
二
時
間
か
か
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
待
機
ス

ペ
ー
ス
も
手
狭
な
た
め
待
ち
く
た
び
れ
た
観
光
客
が
座
り
込
ん
で
い

る
こ
と
も
あ
る
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
数
字
だ
け
と
い
う
約
束
だ
っ

た
が
、
一
応
管
理
官
を
増
や
す
計
画
は
な
い
の
か
た
ず
ね
て
み
た
。

「
与
え
ら
れ
た
現
状
で
粛
々
と
職
務
を
遂
行
す
る
だ
け
で
す
、
と
し

か
言
え
な
い
ん
で
す
よ
」

と
、
か
わ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

社
長
の
方
針
で
早
く
か
ら
韓
国
人
観
光
客
を
積
極
的
に
受
け
入
れ

て
き
た
ホ
テ
ル
対
馬
で
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
岡
村
洋
希
さ
ん
に
実
態

を
聞
い
た
。

「
八
年
前
か
ら
、
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
最
初

は
大
変
で
し
た
。
廊
下
で
宴
会
を
し
た
り
、
間
違
え
て
他
人
の
部
屋

に
入
っ
た
り
、
枕
や
浴
衣
、
ポ
ッ
ト
ま
で
持
ち
帰
る
人
も
い
ま
し
た
」

し
か
し
、「
ト
イ
レ
の
落
と
し
紙
は
、
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
ず
に
水
で

流
す
」
な
ど
、
注
意
し
て
欲
し
い
こ
と
を
ま
と
め
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
り
、
旅
行
社
と
ガ
イ
ド
に
渡
し
て
徹
底
し
た
と
こ
ろ
、
ト
ラ
ブ
ル

は
徐
々
に
減
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。

「
韓
国
人
の
割
合
は
、
六
、
七
割
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
日
本
人

の
お
客
さ
ん
が
減
っ
て
い
く
中
で
、
あ
り
が
た
い
お
客
さ
ん
で
す
よ
。

一
泊
朝
食
付
き
が
基
本
で
、
二
人
で
ツ
イ
ン
を
利
用
し
た
場
合
一
人

四
八
〇
〇
円
。
夕
食
付
だ
と
、
五
八
〇
〇
円
で
す
。
で
も
、
う
ち
で

夕
食
を
と
っ
て
く
れ
る
お
客
さ
ん
は
、
少
な
い
で
す
ね
」

バ
ス
は
一
日
契
約
な
の
で
、
六
時
半
く
ら
い
に
朝
食
を
と
っ
て
、

夜
の
七
時
く
ら
い
ま
で
徹
底
的
に
利
用
す
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、

外
で
食
事
を
し
て
一
〇
時
過
ぎ
に
バ
ス
で
戻
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
る

と
い
う
。

「
う
ち
に
は
韓
国
語
が
で
き
る
人
が
お
ら
ず
、
ガ
イ
ド
ま
か
せ
で
す
。

ガ
イ
ド
は
、
か
な
り
日
本
語
が
堪
能
で
す
よ
。
そ
こ
で
、
公
民
館
の

ハ
ン
グ
ル
講
座
に
参
加
し
て
、
習
お
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
」

韓
国
の
高
校
生
が
修
学
旅
行
で
対
馬
に
く
る
こ
と
も
あ
り
分
宿
と

な
る
が
、
受
け
入
れ
を
断
っ
て
い
る
宿
は
今
で
は
二
、
三
だ
け
だ
と

い
う
。

「
九
月
は
、
韓
国
の
お
盆
で
客
足
が
落
ち
ま
し
た
が
、
一
〇
月
は
よ

か
っ
た
で
す
。
た
だ
、
ウ
ォ
ン
安
で
支
払
い
が
滞
っ
て
い
る
と
こ
ろ

特集 海と島の日本・Ⅳ

齋藤
さいとう

潤
じゅん

昭和29年岩手県盛岡市生まれ。
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マ
ニ
ュ
ア
ル
の
徹
底
で

ト
ラ
ブ
ル
は
徐
々
に
減
少

ホ
テ
ル
対
馬
の

岡
村
さ
ん
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が
多
く
、
そ
れ
が
心
配
で
す
。
一
円
が
一
三
ウ
ォ
ン
に
な
っ
た
ら
払

う
か
ら
、
ま
っ
て
く
れ
と
か
…
…
」

取
材
中
に
宿
泊
し
た
丸
屋
ホ
テ
ル
の
社
長
江
口
栄
さ
ん
に
も
、
話

を
聞
い
て
み
た
。

「
う
ち
は
三
〇
年
く
ら
い

前
か
ら
、
韓
国
人
を
泊
め

て
い
ま
し
た
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
な

ど
か
ら
送
り
込
ま
れ
て
き

て
。
生
活
習
慣
の
違
い
か
、

あ
の
頃
は
マ
ナ
ー
が
悪
か

っ
た
。
当
時
は
、
国
内
の

公
共
事
業
関
係
の
お
客
さ

ん
が
多
く
て
、
な
か
に
は

韓
国
人
を
泊
め
る
な
ら
、

う
ち
は
来
ん
よ
ー
な
ん
て

人
も
い
て
、
泊
め
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」

そ
ん
な
丸
屋
ホ
テ
ル
だ

っ
た
が
、
最
近
に
な
っ
て

再
び
泊
め
る
よ
う
に
な
っ

た
。
他
人
の
刺
身
ま
で
食
べ
て
し
ま
い
、
数
が
足
り
な
く
な
っ
た
な

ど
と
い
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
は
起
き
て
い
な
い

と
い
う
。

「
マ
ナ
ー
は
ず
い
ぶ
ん
よ
く
な
り
ま
し
た
よ
。
韓
国
人
が
増
え
て
い

る
か
ら
と
言
っ
て
、
別
に
侵
略
さ
れ
て
い
る
な
ん
て
感
じ
て
い
ま
せ

ん
。
高
校
の
修
学
旅
行
も
受
け
ま
し
た
が
、
国
際
交
流
と
い
う
意
味

合
い
で
や
っ
て
い
ま
す
。
韓
国
人
を
泊
め
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

ま
だ
一
年
足
ら
ず
で
す
が
経
営
の
支
え
に
は
な
っ
て
い
ま
す
」

江
口
さ
ん
と
一
緒
に
何
人
か
の
人
と
話
す
機
会
が
あ
っ
た
が
、
な

か
に
は
自
分
は
韓
国
人
に
育
て
ら
れ
た
感
覚
が
あ
る
と
い
う
人
も
い

た
。

「
う
ち
は
旅
館
を
や
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
宿
は
母
が
仕
切
り
、
父

は
山
仕
事
を
し
て
い
た
。
建
材
を
伐
採
し
て
、
韓
国
に
出
し
て
い
た

ん
で
す
よ
。
朝
鮮
戦
争
後
の
復
興
の
頃
は
、
父
も
母
も
忙
し
く
て
、

伐
採
の
た
め
に
雇
わ
れ
た
韓
国
人
労
働
者
に
か
わ
い
が
ら
れ
て
育
っ

た
よ
う
な
も
の
で
す
。
父
も
母
も
、
差
別
意
識
は
持
っ
て
い
な
か
っ

た
よ
う
に
思
う
。
昔
か
ら
、
ず
っ
と
韓
国
人
を
泊
め
て
い
ま
し
た
か

ら
」五

〇
歳
代
の
人
か
ら
は
、

「
ど
の
ク
ラ
ス
に
も
、
韓
国
人
の
同
級
生
が
二
、
三
人
は
い
た
。
も

っ
と
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
か
ら
か
っ
た
り
し
た
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

苛
め
た
り
は
し
な
か
っ
た
な
。
ふ
つ
う
に
、
共
存
し
て
い
た
と
い
え

ば
い
い
か
な
」

珍しく若い
韓国人客の
団体とすれ
違った。

宿
泊
マ
ナ
ー
も

ず
い
ぶ
ん
よ
く
な
っ
た

丸
屋
ホ
テ
ル
社
長
の

江
口
さ
ん
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韓
国
人
観
光
客
の
来
訪
が
多
い
と
い
う
長
崎
県
立
対
馬
歴
史
民
俗

資
料
館
館
長
の
阿
比
留
徳
生
さ
ん
に
、
彼
ら
の
動
向
と
ど
ん
な
展
示

に
興
味
を
示
す
の
か
た
ず
ね
た
。

「
韓
国
人
の
入
館
者
は
多
い
で
す
よ
。
全
入
館
者
四
万
六
一
一
九
人

の
う
ち
、
外
国
人
が
三
万
三
八
〇
〇
人
で
、
そ
の
大
半
が
韓
国
人
で

す
。
平
成
一
五
年
の
入
館
者
は
、
二
万
一
六
八
人
中
一
万
二
〇
三
人

だ
っ
た
の
で
、
も
の
す
ご
い
増
え
方
で
す
。
館
内
の
案
内
は
、
ガ
イ

ド
が
や
っ
て
い
る
の
で
細
か
な
様
子
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
告こ

く

身し
ん

（
朝
鮮
国
の
官
職
任
命
書
）
の
前
で
は
、
大
き
な
声
を
あ
げ
ま
す
ね
。

た
だ
、
入
館
無
料
の
施
設
な
の
で
、
ト
イ
レ
休
憩
代
わ
り
の
よ
う
な

人
も
い
ま
す
が
。
事
実
、
す
ぐ
隣
の
厳
原
資
料
館
へ
行
く
韓
国
人
は

ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
よ
。
多
分
、
有
料
だ
か
ら
で
し
ょ
う
」

そ
の
言
葉
を
裏
付
け
る
よ
う
な
話
を
、
万
松
院

ば
ん
し
ょ
う
い
ん

（
対
馬
藩
主
だ
っ

た
宗そ

う

家け

一
門
の
菩
提
寺
）
で
も
聞
い
た
。
韓
国
語
で
入
館
料
の
表
示

が
あ
っ
た
の
で
、
ど
の
く
ら
い
来
る
の
か
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、
ほ

と
ん
ど
来
な
い
と
い
う
。
前
ま
で
来
て
も
、
有
料
と
分
か
る
と
さ
っ

さ
と
引
き
上
げ
る
ら
し
い
。

「
元
来
こ
こ
は
、
宗
家
文
庫
史
料（
対
馬
藩
の
藩
政
史
料
）な
ど
を
保

存
活
用
す
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
施
設
な
の
で
、
研
究
者
に
も
っ
と

活
用
し
て
欲
し
い
の
で
す
が
…
…
。
二
〇
年
前
は
一
三
〇
〇
人
く
ら

い
の
研
究
者
が
利
用
し
て
い

ま
す
が
、
昨
年
は
六
三
三
人

で
す
。そ
れ
で
も
、
宗
家
文

書
の
原
典
を
読
み
解
こ
う
と

し
て
い
る
韓
国
人
研
究
者
は

増
え
て
い
ま
す
」

韓
国
に
も
、
三
万
点
近
い

宗
家
文
書
が
あ
る
の
だ
と
い

う
。

「
最
近
い
ろ
い
ろ（
韓
国
の

退
役
軍
人
が
対
馬
で
デ
モ
を

し
た
り
、
日
本
の
街
宣
活
動

家
が
乗
り
込
ん
で
き
た
り
）

あ
り
ま
す
が
、
今
は
過
渡
期

で
こ
れ
か
ら
成
熟
し
た
観
光
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
対
馬
は

日
本
の
領
土
で
あ
り
続
け
て
き
た
し
、
も
う
少
し
冷
静
に
な
っ
て
考

え
れ
ば
、対
馬
は
韓
国
と
の
交
流
な
く
し
て
発
展
は
あ
り
ま
せ
ん
。滞

る
と
腐
る
だ
け
で
す
。行
き
違
い
が
起
き
る
の
は
、主
に
生
活
習
慣
の

違
い
か
ら
で
す
。
お
互
い
に
違
い
を
理
解
し
合
わ
な
い
と
い
け
な
い
」

韓
国
人
観
光
客
も
よ
く
立
ち
寄
る
と
い
う
、
厳
原
の
中
心
地
に
あ

特集 海と島の日本・Ⅳ

半井桃水（な
からいとう
すい）館にて。

カ
レ
ー
ル
ー
が

一
番
の
人
気
商
品

厳
原
の

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

韓
国
と
の

交
流
な
く
し
て
発
展
な
し

対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
長
の

阿
比
留
さ
ん
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り
港
か
ら
も
遠
く
な
い
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
レ
ッ
ド
キ
ャ
ベ
ツ
」
の
長
崎
地
区
営
業
係
長

の
岩
下
亮
介
さ
ん
に
、
彼
ら
の
動
向
を
聞
い
た
。

「
釜
山
か
ら
く
る
船
の
関
係
で
し
ょ
う
が
、
韓

国
人
の
お
客
さ
ん
は
週
末
が
多
い
で
す
ね
。
多

い
日
は
一
日
一
〇
〇
〜
二
〇
〇
人
く
ら
い
だ
と

思
い
ま
す
」

ど
ん
な
商
品
が
人
気
な
の
か
と
思
っ
た
ら
、

ス
ー
パ
ー
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
チ
ュ
ー
ブ
入

り
の
ワ
サ
ビ
や
寿
司
、
刺
身
、
果
物
な
ど
、
意

外
に
身
近
な
も
の
で
、
食
品
が
中
心
だ
と
い
う
。

ワ
サ
ビ
は
と
も
か
く
、
他
の
も
の
は
お
土
産
と

い
う
よ
り
、
ち
ょ
っ
と
買
い
食
い
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
そ
ん
な
中

で
一
番
人
気
は
、カ
レ
ー
ル
ー（
カ
レ
ー
粉
は
イ
ギ
リ
ス
人
の
発
明
だ

が
、ル
ー
は
日
本
人
の
発
明
品
）だ
と
い
う
。
韓
国
に
も
あ
る
の
だ
が
、

な
ぜ
か
日
本
製
が
美
味
し
い
と
い
う
評
価
を
受
け
て
い
る
ら
し
い
。

「
お
客
さ
ん
が
ど
の
銘
柄
を
選
ぶ
か
は
、
ガ
イ
ド
の
勧
め
方
次
第
の

よ
う
で
す
」

団
体
で
や
っ
て
き
て
、
数
人
単
位
の
グ
ル
ー
プ
で
行
動
す
る
ケ
ー

ス
が
多
い
。

「
特
に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
本
人
の
感
覚
で
み
る
と
、
驚
か

さ
れ
る
こ
と
も
多
い
で
す
。
支
払
い
を
済
ま
せ
る
前
に
、
お
菓
子
を

食
べ
て
し
ま
い
、
空
き
袋
を
レ
ジ
で
見
せ
て
清
算
す
る
と
か
。
見
つ

け
て
注
意
す
る
と
、
す
ぐ
に
や
め
ま
す
が
。
そ
れ
か
ら
、
買
っ
た
商

品
を
レ
ジ
袋
に
詰
め
る
荷
物
カ
ウ
ン
タ
ー
で
食
べ
だ
す
人
も
多
い
。

こ
れ
も
、
注
意
す
れ
ば
す
ぐ
聞
く
ん
で
す
け
れ
ど
」

習
慣
の
違
い
な
の
だ
ろ
う
が
、
確
か
に
日
本
人
の
感
覚
で
は
ギ
ョ

ッ
と
す
る
だ
ろ
う
。
そ
の
辺
の
感
覚
の
違
い
が
分
か
っ
て
か
ら
、
岩

下
さ
ん
は
地
元
の
人
と
同
じ
お
客
と
し
て
見
て
い
る
と
い
う
。

「
あ
と
は
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
の
ナ
イ
フ
が
ど
こ
で
売
っ
て
い
る
か
よ
く

聞
か
れ
ま
す
ね
。
う
ち
で
は
、
扱
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
韓
国
人
が
や

っ
て
い
る
土
産
店
で
は
か
な
り
人
気
が
高
い
よ
う
で
す
」

レ
ッ
ド
キ
ャ
ベ
ツ
に
続
い
て
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
の
ナ
イ
フ
を
売
っ
て

い
る
と
い
う
、
大
分
に
本
社
が
あ
る
韓
国
資
本
の
日
本
観
光
公
社
対 スーパーの店内表示。
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馬
店
を
訪
ね
た
。
店
長
の
李
眞
皓
（
イ
・
ジ
ホ
ン
）
さ
ん
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
申
し
込
ん
だ
が
、
自
分
の
一
存
で
は
答
え
ら
れ
な
い
と
の

こ
と
。
対
応
は
丁
寧
だ
っ
た
が
、
一
部
の
反
韓
的
な
動
向
に
神
経
質

に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

長
い
歴
史
を
誇
る
地
元
紙
の
対
馬
新
聞
社
を
、
市
役
所
の
梅
野
菊

次
さ
ん
の
同
行
で
訪
ね
た
。
地
元
報
道
機
関
と
し
て
、
韓
国
人
観
光

客
の
増
加
と
島
外
の
人
間
に
よ
る
街
宣
活
動
を
ど
う
感
じ
て
い
る
か

聞
い
て
み
た
か
っ
た
の
だ
。

「
よ
く
来
る
ん
で
す
よ
、
週
刊
誌
の
取
材
記
者
と
か
。
で
も
、
す
べ

て
コ
メ
ン
ト
は
お
断
り
し
て
い
ま
す
。
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
っ
と
き
て
、

自
分
た
ち
に
都
合
の
い
い
話
だ
け
聞
き
か
じ
っ
て
記
事
を
書
く
。
そ

う
い
う
の
が
、
あ
ま
り
に
多
過
ぎ
る
。
だ
か
ら
、
言
っ
て
い
る
ん
で

す
。
一
週
間
で
も
二
週
間
で
も
気
が
済
む
ま
で
滞
在
し
て
、
自
分
た

ち
の
足
で
歩
き
納
得
で
き
る
ま
で
取
材
し
て
、
感
じ
た
こ
と
を
そ
の

ま
ま
書
い
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
が
一
番
い
い
で
し
ょ
う
っ
て
。
で
も

梅
野
さ
ん
と
一
緒
だ
か
ら
、
少
し
だ
け
感
じ
て
い
る
こ
と
を
話
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
」

編
集
長
の
多
田
小
夜
子
さ
ん
の
言
は
、
至
極
も
っ
と
も
な
こ
と
で
、

取
材
の
基
本
中
の
基
本
だ
。

昔
か
ら
付
き
合
い
の
あ
る
梅
野
さ
ん
を
信
頼
し
て
、
同
行
し
て
も

ら
っ
た
筆
者
に
も
重
い
口
を
少
し
だ
け
開
い
て
く
れ
た
。

「
韓
国
人
が
き
て
、
対
馬
が
潤
っ
て
い
る
の
は
、
紛
れ
も
な
い
事
実

で
す
。
韓
国
の
旧
盆
の
時
は
お
客
が
減
っ
て
、
対
馬
の
経
済
が
少
し

低
下
し
た
ほ
ど
で
す
。
何
年
続
く
か
は
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
事
実

と
し
て
潤
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
韓
国
人
が
増
え
て
困
っ
て
い
る

の
は
、
ご
く
一
部
の
人
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
、
大
げ
さ
に
書
き
立
て

て
い
る
。
対
馬
全
体
を
ま
っ
た
く
見
て
い
な
い
と
し
か
、
い
い
よ
う

が
あ
り
ま
せ
ん
。
密
漁
に
関
し
て
も
、
こ
の
四
、
五
年
海
保
の
検
挙

数
は
激
減
し
て
い
ま
す
」

街
宣
活
動
に
き
た
人
々
か
ら
呼
び
出
さ
れ
て
集
会
を
取
材
に
行
っ

た
時
、
あ
ま
り
に
も
上
か
ら
目
線
で
も
の
を
言
う
の
で
腹
が
立
っ
て

仕
方
な
か
っ
た
と
い
う
。

│
│
対
馬
の
人
は
危
機
感
が
な
さ
過
ぎ
る
。
韓
国
人
の
マ
ナ
ー
が
悪

い
の
は
、
対
馬
の
人
が
注
意
し
な
い
せ
い
だ
。
対
馬
島
民
は
無
責
任

だ
。
こ
れ
だ
け
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
の
に
本
土
か
ら
の
観
光

客
が
減
っ
て
い
る
の
は
、
行
政
の
怠
慢
と
韓
国
人
を
受
け
入
れ
て
い

る
せ
い
だ
、
な
ど
な
ど
。

そ
し
て
、
な
ぜ
か
対
馬
の
生
き
る
道
は
、
核
燃
料
最
終
処
分
場
を

受
け
入
れ
る
し
か
な
い
と
、
繰
り
返
し
強
調
し
て
い
た
と
い
う
。

対
馬
観
光
物
産
協
会
会
長
の
庄
野
伸
十
郎
さ
ん
は
、
朝
鮮
通
信
使

特集 海と島の日本・Ⅳ

観
光
だ
け
で
は
な
く

経
済
交
流
を

対
馬
観
光
物
産
協
会
長
の

庄
野
さ
ん

対
馬
の
経
済
が

潤
っ
て
い
る
の
は
事
実

対
馬
新
聞
編
集
長
の

多
田
さ
ん
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行
列
振
興
会
の
二
代
目
会
長
を
一
五
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
務
め
た

と
い
う
。
毎
年
八
月
に
行
わ
れ
て
い
る
厳
原
港
ま
つ
り
対
馬
ア
リ
ラ

ン
祭
の
目
玉
が
、
朝
鮮
通
信
使
（
注
３
）
行
列
だ
。

「
昭
和
五
五
年
、
父
（
庄
野
晃
三
朗
さ
ん
）
が
辛
基
秀
先
生
の
『
江

戸
時
代
の
朝
鮮
通
信
使
』
と
い
う
映
画
を
見
た
の
が
、
き
っ
か
け
で

し
た
。
父
は
、
対
馬
に
こ
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
歴
史
が
あ
っ
た
の
か

と
感
激
し
て
、
港
ま
つ
り
で
行
列
を
再
現
す
れ
ば
観
光
客
誘
致
に
も

結
び
つ
く
の
で
は
な
い
か
と
、
港
ま
つ
り
の
出
し
物
と
し
て
は
じ
め

た
の
で
す
。
朝
鮮
通
信
使
行
列
振
興
会
が
で
き
て
、
父
が
初
代
の
会

長
に
就
い
た
。
当
時
は
、
島
の
人
で
も
朝
鮮
通
信
使
の
こ
と
を
ほ
と

ん
ど
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

大
阪
か
ら
夜
逃
げ
同
然
で
や
っ
て
き
て
、
対
馬
で
事
業
を
成
功
さ

せ
て
い
た
晃
三
郎
さ
ん
は
、
常
に
対
馬
の
人
た
ち
の
お
か
げ
で
今
日

が
あ
る
と
口
に
し
、
島
の
た
め
に
尽
く
そ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
。

祭
り
好
き
だ
っ
た
晃
三
郎
さ
ん
は
、
そ
れ
ま
で
も
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
た
り
、
従
業
員
を
ひ
き
い
て
祭
り
に
参
加
し
た
り
と
飛
び
ま
わ
っ

て
い
て
、
今
度
は
朝
鮮
通
信
使
行
列
（
当
時
は
、
韓
国
に
配
慮
し
て

李
朝
通
信
使
と
銘
打
っ
て
い
た
）
だ
っ
た
。

「
韓
国
ま
で
飛
ん
で
行
っ
て
、
す
べ
て
個
人
負
担
で
韓
服
を
一
〇
〇

着
買
っ
て
き
ま
し
た
。
福
岡
の
韓
国
総
領
事
や
韓
国
キ
ャ
バ
レ
ー
の

ホ
ス
テ
ス
、
さ
ら
に
釜
山
の
観
光
協
会
に
ま
で
出
演
を
依
頼
し
て
。

ま
っ
た
く
、
ま
た
か
よ
と
思
い
ま
し
た
」

伸
十
郎
さ
ん
は
、
一
人
で
突
っ
走
る
父
の
熱
中
ぶ
り
を
苦
々
し
く

見
て
い
た
が
、
昭
和
六
〇
年
四
月
に
会
長
が
突
然
亡
く
な
っ
て
し
ま

う
。
朝
鮮
通
信
使
行
列
を
は
じ
め
て
五
年
、
ち
ょ
う
ど
日
韓
の
マ
ス

コ
ミ
か
ら
も
注
目
さ
れ
は
じ
め
て
い
た
時
期
だ
っ
た
。
二
代
目
会
長

の
座
が
、
そ
れ
ま
で
行
列
と
ほ
と
ん
ど
関
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
、
と

い
う
よ
り
批
判
的
に
見
て
い
た
伸
十
郎
さ
ん
の
も
と
へ
回
っ
て
き
た
。

「
町
長
か
ら
な
ん
と
か
二
年
だ
け
、
と
口
説
か
れ
て
引
き
受
け
た
は

ず
が
…
…
。
そ
の
後
歴
史
を
勉
強
す
る
と
、
対
馬
は
韓
国
と
の
交
流

で
成
り
立
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
途
中
か
ら
は
、
対
馬

の
魅
力
を
知
ら
し
め
た
い
と
、
意
地
に
な
っ
て
や
っ
て
い
ま
し
た
」

庄
野
さ
ん
が
、
日
韓
そ
し
て
対
馬
と
韓
国
の
交
流
に
か
け
る
想
い

は
熱
い
。

「
も
っ
と
お
互
い
に
本
当
の
歴
史
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
真
実
の
歴

史
は
一
つ
だ
け
の
は
ず
。
竹
島
問
題
も
早
期
決
着
を
図
る
べ
き
で
す
。

江
戸
時
代
に
、
軋
轢
を
乗
り
越
え
た
の
は
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
う
。

交
流
を
絶
や
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
強
い
想
い
が
、
支
え
て
き
た

の
で
し
ょ
う
」

現
状
を
ど
う
と
ら
え
、
今
後
ど
う
す
べ
き
か
を
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、

「
観
光
だ
け
で
は
な
く
、
経
済
交
流
に
ま
で
広
げ
て
い
か
な
い
と
長

続
き
し
な
い
で
し
ょ
う
。
観
光
客
急
増
に
は
、
ま
っ
た
く
対
応
で
き

て
い
な
い
。
船
も
相
手
頼
み
だ
し
、
対
馬
側
も
韓
国
人
誘
致
の
努
力

を
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
木
材
や
水
産
資
源
な
ど
、
対
馬
に
あ

っ
て
韓
国
に
な
い
も
の
を
売
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
現
地
調

査
を
し
て
韓
国
人
の
欲
し
が
る
も
の
を
開
発
し
提
供
し
な
く
て
は
。
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状
況
が
い
い
時
に
着
手
し
て
お
か
な
い
と
。
こ
の
と
こ
ろ
の
ウ
ォ
ン

安
が
気
が
か
り
で
す
が
…
…
」

民
宿「
つ
り
の
家
」の
神
宮
安
實
さ
ん
と
貞
子
さ
ん
が
、
宿
を
は
じ

め
た
の
は
昭
和
四
九
年
だ
っ
た
。現
在
名
物
と
な
っ
て
い
る「
い
り
焼

き
」は
、

け

知ち

の
人
に
な
ら
っ
て
昭
和
五
〇
年
か
ら
は
じ
め
た
と
い
う
。

「
韓
国
人
は
、『
あ
お
し
お
』（
比
田
勝
〜
釜
山
間
に
か
つ
て
就
航
し

て
い
た
不
定
期
船
）
の
時
代
か
ら
泊
め
よ
っ
た
で
す
よ
。
日
韓
交
流

チ
ヌ
釣
り
大
会
が
あ
っ
た
時
に
、
当
時
の
美
津
島
町
か
ら
頼
ま
れ
て

受
け
た
と
で
す
。
最
初
に
韓
国
人
を
呼
び
込
ん
だ
の
は
行
政
や
け
ね
。

そ
の
頃
、
ク
ロ
（
メ
ジ
ナ
）
は
釣
ら
な
か
っ
た
で
す
た
い
。
後
に
な

っ
て
か
ら
、
ク
ロ
が
は
や
る
よ
う
に
な
っ
ち
ゃ
き
」

最
初
は
、
習
慣
の
違
い
が
分
か
ら
な
い
た
め
苦
労
が
多
か
っ
た
と

い
う
。

「
韓
国
人
は
よ
く
食
べ
る
し
、
つ
ま
み
を
下
さ
い
と
い
う
し
。
サ
ー

ビ
ス
を
し
て
い
た
ら
き
り
が
な
い
や
け
、
会
席
な
ら
何
品
、
い
り
焼

な
ら
何
品
と
、
品
数
を
決
め
よ
っ
た
で
す
よ
。
韓
国
人
は
食
べ
た
後

が
汚
い
。
何
回
言
っ
て
も
駄
目
。
慣
れ
た
と
い
う
か
諦
め
た
と
い
う

か
、
も
う
言
わ
ん
ご
と
な
っ
た
で
す
よ
。
た
だ
、
細
か
い
こ
と
を
あ

ま
り
言
わ
ん
の
で
、
日
本
人
よ
り
や
り
や
す
い
面
も
あ
る
で
す
た
い
」

昔
は
、
ゴ
ル
フ
客
が
多
か
っ
た
が
、
最
近
は
二
泊
三
日
の
釣
り
客

が
中
心
だ
。
宿
泊
だ
け
で
な
く
、
渡
船
の
需
要
も
あ
る
の
で
、
あ
り

が
た
い
お
客
だ
と
い
う
。
登
山
客
も
増
え
つ
つ
あ
る
が
、
一
泊
二
食

だ
け
な
の
で
う
ま
み
は
少
な
い
。
お
客
の
比
率
は
、
韓
国
人
一
〇
に

対
し
て
、
日
本
人
は
一
て
い
ど
。

「
韓
国
の
客
を
と
ら
ん
と
、
食
わ
れ
ん
ご
と
な
っ
て
き
た
と
で
す
」

最
近
、
釣
り
人
に
よ
る
過
度
な
撒
き
餌
が
問
題
化
し
て
い
る
が
、

特集 海と島の日本・Ⅳ

※
注
３
　
朝
鮮
通
信
使：

室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
、
朝
鮮
国
王
が
日
本
の
幕

府
に
通
好
や
慶
祝
の
た
め
に
遣
わ
し
た
国
使
。
計
一
七
回
来
日
。
江
戸
時
代
に
は
対
馬
藩

が
朝
鮮
と
江
戸
幕
府
の
仲
介
役
、
随
行
役
を
果
た
し
、
四
、
五
〇
〇
人
に
も
お
よ
ぶ
通
信

使
の
一
行
は
対
馬
を
は
じ
め
壱
岐
、
相
島
（
福
岡
）、
下
蒲
刈
島
（
広
島
）
な
ど
の
島
々

も
経
て
江
戸
へ
至
り
、
道
中
で
は
日
本
側
の
学
者
や
文
人
な
ど
と
交
歓
が
行
わ
れ
た
。

厳原の町中にある「朝鮮国通信使之碑」。

韓
国
の
客
を
と
ら
な
い
と

食
え
な
い

民
宿
経
営
の

神
宮
さ
ん
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「
雇
わ
れ
船
長
は
、
強
い
こ
と
が
言
え
ん
で
す
よ
。
そ
の
点
、
自
営

は
強
い
や
け
。
は
っ
き
り
言
え
ば
、
や
め
る
っ
ち
ゃ
」

神
宮
さ
ん
は
、
釣
り
客
を
連
れ
て
く
る
ガ
イ
ド
に
、
対
馬
で
釣
り

を
し
た
け
れ
ば
、
地
元
の
ル
ー
ル
を
守
れ
と
強
く
い
い
続
け
、
最
近

は
か
な
り
徹
底
で
き
て
い
る
。
ま
た
、
最
低
で
も
、
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ

ク
ス
、
竿
の
バ
ッ
グ
、
衣
類
と
三
つ
の
大
荷
物
を
も
っ
て
く
る
釣
り

客
に
対
応
す
る
た
め
、
三
四
人
乗
り
の
バ
ス
を
二
九
人
定
員
に
改
造

し
て
、
収
納
ス
ペ
ー
ス
を
増
や
し
た
と
い
う
。

神
宮
さ
ん
は
、
明
確
で
強
い
主
張
と
寛
容
（
諦
め
）
を
使
い
分
け

な
が
ら
、
う
ま
く
韓
国
人
と
つ
き
あ
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

厳
原
の
長
崎
県
立
対
馬
高
校
に
は
、
国
境
の
島
ら
し
い
国
際
文
化

交
流
コ
ー
ス
が
あ
る
と
聞
い
て
、
主
任
の
教
諭
重
松
真
知
子
さ
ん
に
、

具
体
的
に
ど
ん
な
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
教
え
て
も
ら
っ
た
。

「
対
馬
高
校
に
は
普
通
科
と
商
業
科
が
あ
り
ま
す

が
、
国
際
文
化
交
流
コ
ー
ス
は
、
普
通
科
の
中
に

平
成
一
五
年
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
の
公
立

高
校
で
唯
一
、
韓
国
語
と
文
化
を
専
門
的
に
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
コ
ー
ス
で
す
。
一
期
生
は
特
に
プ

ラ
イ
ド
が
高
か
っ
た
で
す
ね
。
こ
れ
ま
で
の
三
年

間
で
、
四
六
人
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
ま
し
た
」

一
年
生
の
時
は
一
日
一
時
間
は
韓
国
語
か
韓
国

文
化
の
授
業
が
あ
り
、
二
年
生
に
な
る
と
週
七
時

間
に
増
え
て
韓
国
語
と
歴
史
に
つ
い
て
勉
強
し
、

三
年
生
は
さ
ら
に
韓
国
漬
け
で
一
日
最
低
二
時
間

は
韓
国
語
や
文
化
に
つ
い
て
学
ぶ
。
韓
国
語
講
座

は
、
韓
国
人
と
日
本
人
一
名
ず
つ
が
担
当
し
て
い

る
と
い
う
。

ま
た
、
実
地
研
修
も
大
切
に
し
て
い
て
、
一
年

民宿「つりの家」を経営する神宮さん夫妻。 韓
国
語
と
韓
国
文
化
を
学
べ
る

国
際
文
化
交
流
コ
ー
ス

県
立
対
馬
高
校
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生
は
二
泊
三
日
で
韓
国
研

修
旅
行
へ
。
二
、
三
年
生

に
な
る
と
、
六
泊
七
日
の

韓
国
語
学
研
修
も
行
わ
れ

る
。
さ
ら
に
、
韓
国
に
関

す
る
専
門
家
の
出
張
講
義

や
ハ
ン
グ
ル
能
力
検
定
試

験
、
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
ク
ー

ル
な
ど
も
催
さ
れ
る
。

「
出
張
講
座
は
、
テ
コ
ン

ド
ー
の
先
生
や
先
輩
留
学

生
の
話
な
ど
で
す
が
、
最

近
で
は
ハ
ン
グ
ル
書
道
の

人
気
が
高
か
っ
た
で
す

ね
」卒

業
後
は
、
本
場
韓
国
の
大
学
へ
進
学
す
る
生
徒
も
い
る
と
い
う
。

「
国
立
釜
慶
大
学
、
韓
国
海
洋
大
学
、
亜
東
大
学
、
釜
山
外
国
語
大

学
な
ど
へ
の
推
薦
制
度
も
あ
っ
て
、
一
二
人
の
先
輩
た
ち
が
学
ん
で

い
ま
す
」

平
成
二
〇
年
一
〇
月
現
在
の
在
校
生
は
、
一
年
生
が
一
七
人
、
二

年
生
が
九
人
、
三
年
生
が
六
人
と
な
っ
て
い
る
（
定
員
は
、
一
学
年

二
〇
人
）。
島
外
か
ら
進
学
し
て
き
た
生
徒
も
九
人
い
て
、
う
ち
五

人
は
長
崎
県
外
の
福
岡
、
奈
良
、
兵
庫
な
ど
か
ら
き
て
い
る
と
い
う
。

他
で
も
語
学
関
係
の
学
科
で
は
よ
く
み
ら
れ
る
傾
向
だ
が
、
男
女
の

内
訳
は
、
女
子
が
二
四
、
男
子
が
八
で
、
圧
倒
的
に
女
子
が
多
い
。

「
生
徒
が
こ
の
コ
ー
ス
を
選
ぶ
理
由
は
い
ろ
い
ろ
で
、
韓
国
の
ア
イ

ド
ル
が
好
き
だ
っ
た
か
ら
と
い
う
子
も
い
れ
ば
、
日
韓
の
懸
け
橋
に

な
る
仕
事
が
し
た
い
と
い
う
子
も
い
る
。
具
体
的
に
は
、
通
訳
や
自

分
で
企
画
提
案
で
き
る
ガ
イ
ド
、
貿
易
関
係
の
仕
事
な
ど
で
す
。
就

職
に
結
び
付
け
ら
れ
た
ら
い
い
な
〜
く
ら
い
の
子
も
い
ま
す
が
、
た

ま
た
ま
韓
国
人
が
す
ご
く
増
え
た
の
で
、
も
っ
と
勉
強
し
な
く
て
は

と
刺
激
に
な
っ
て
る
よ
う
で
す
」

同
行
し
て
く
れ
た
市
役
所
の
二
宮
照
幸
さ
ん
に
よ
れ
ば
、

「
日
韓
の
交
流
に
際
し
て
も
韓
国
の
高
校
生
は
積
極
的
だ
が
、
コ
ー

ス
の
生
徒
た
ち
も
積
極
的
で
す
よ
」

日
韓
の
関
係
が
ま
す
ま
す
密
に
な
っ
て
い
か
ざ
る
を
え
な
い
時
代
、

国
際
文
化
交
流
コ
ー
ス
の
生
徒
た
ち
が
ど
ん
な
活
躍
を
し
て
く
れ
る

の
か
楽
し
み
だ
。

「
エ
ア
ー
ト
ラ
ベ
ル
つ
し
ま
」
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
対
馬
の
韓
国
人

観
光
客
黎
明
期
を
知
っ
て
い
る
永
留
晃
さ
ん
の
話
は
、
な
か
な
か
興

味
深
い
も
の
だ
っ
た
。

「
釜
山
で
最
初
に
対
馬
観
光
を
開
発
し
た
の
は
、
亜
洲
観
光
で
し
た
。

た
だ
、
以
前
の
通
貨
危
機
で
駄
目
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
当
時
、
対

特集 海と島の日本・Ⅳ

韓国語や文化を学ぶコースがある県立対馬高校。

韓
国
人
が
減
れ
ば

対
馬
は
ま
す
ま
す
疲
弊
す
る

エ
ア
ー
ト
ラ
ベ
ル
つ
し
ま
の

永
留
さ
ん
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馬
で
降
り
る
人
が
二
、
三
〇
人
集
ま
れ
ば
、
ビ
ー
ト
ル
（
高
速
船
）

が
寄
港
し
て
く
れ
て
い
た
。
主
に
、
ア
リ
ラ
ン
祭
の
時
が
中
心
で
し

た
が
。
当
時
の
対
馬
観
光
は
、
結
構
高
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ベ
ス

ト
電
機
と
か
太
平
洋
真
珠
で
の
買
い
物
に
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。
お

客
さ
ん
は
明
ら
か
な
富
裕
層
が
中
心
で
、
年
間
で
四
、
五
〇
〇
人
く

ら
い
だ
っ
た
か
な
」

当
時
、
会
席
料
理
を
出
す
と
先
に
き
た
人
が
他
の
人
の
皿
に
ま
で

箸
を
つ
け
て
し
ま
う
の
に
困
っ
て
、
鍋
や
石
焼
き
料
理
に
変
え
た
と

こ
ろ
、
鍋
は
好
き
な
も
の
ば
か
り
食
べ
て
し
ま
う
の
で
困
っ
た
と
い

う
。対

馬
か
ら
韓
国
へ
と
い
う
人
の
流
れ
は
、
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
。

「
こ
ち
ら
か
ら
韓
国
へ
行
く
人
は
、
定
期
航
路
が
開
設
さ
れ
た
平
成

一
二
年
か
ら
二
、
三
年
は
多
か
っ
た
で
す
よ
。
建
設
会
社
の
慰
安
旅

行
な
ど
で
も
、
釜
山
へ
行
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
対
馬
の
中
で

韓
国
へ
行
き
そ
う
な
人
は
、
も
う
行
っ
た
感
じ
。
釜
山
で
の
楽
し
み

と
い
え
ば
、
食
べ
る
も
の
か
買
い
物
ぐ
ら
い
だ
し
。
な
に
し
ろ
、
釜

山
の
人
口
は
対
馬
の
一
〇
〇
倍
で
す
か
ら
」

定
期
航
路
は
釜
山
発
着
が
基
本
。
朝
に
向
こ
う
を
発
っ
て
夕
方
帰

着
す
る
と
い
う
、
韓
国
か
ら
の
観
光
客
に
都
合
の
良
い
運
航
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
対
馬
か
ら
行
く
人
は
夕
方
到
着
し
て

朝
に
戻
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
行
き
づ
ら
い
面
も
あ
る
と
い
う
。

「
地
元
の
人
よ
り
転
勤
族
（
公
務
員
な
ど
）
の
方
が
、
韓
国
旅
行
は

熱
心
か
も
し
れ
な
い
」

韓
国
人
観
光
客
が
増
え
た
一
番
の
要
因
と
し
て
、
ビ
ザ
が
免
除
に

な
っ
た
こ
と
を
挙
げ
た
。

「
日
本
人
の
観
光
客
が
減
っ
て
立
ち
行
か
な
く
な
っ
た
宿
を
韓
国
人

に
売
る
な
！
　
と
い
う
人
た
ち
は
、
そ
ん
な
こ
と
を
言
う
ん
だ
っ
た

ら
自
分
た
ち
で
買
っ
て
や
っ
て
欲
し
い
。
別
に
、
韓
国
人
に
売
り
た

く
て
売
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
ん
だ
か
ら
。
日
本
人
だ
っ
て
バ
ブ

ル
の
時
に
、
ハ
ワ
イ
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
向
こ
う
の
建
物
を
さ
ん
ざ

ん
買
い
漁
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」

エ
ア
ー
ト
ラ
ベ
ル
つ
し
ま
自
体
は
、
韓
国
人
観
光
客
と
接
点
は
な

い
が
、
そ
れ
で
も
永
留
さ
ん
は
韓
国
人
観
光
客
が
対
馬
経
済
の
底
支

え
に
少
な
か
ら
ず
役
立
っ
て
い
る
と
み
て
い
る
。

「
韓
国
人
が
減
れ
ば
、
対
馬
の
宿
も
バ
ス
も
大
変
。
島
で
食
事
を
し

て
く
れ
れ
ば
、
食
材
は
売
れ
る
。
島
に
残
っ
て
な
ん
と
か
食
べ
て
い

こ
う
と
す
れ
ば
、
韓
国
人
は
あ
り
が
た
い
で
す
よ
。
韓
国
人
が
減
れ

ば
、
対
馬
は
ま
す
ま
す
疲
弊
し
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、
ウ
ォ
ン
安
が

気
が
か
り
で
す
」

向
う
の
旅
行
社
と
直
取
引
し
て
い
る
宿
の
売
掛
金
の
回
収
に
も
、

ウ
ォ
ン
安
が
悪
い
影
響
を
与
え
る
の
で
は
な
い
か
と
、
永
留
さ
ん
は

心
配
そ
う
な
表
情
を
見
せ
た
。

対
馬
市
観
光
商
工
部
観
光
交
流
課
に
所
属
す
る
国
際
交
流
員
の
成

日
韓
の

文
化
交
流
に
役
立
ち
た
い

国
際
交
流
員
の

成
さ
ん
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修
眞
（
ソ
・
ス
ジ
ン
）
さ
ん
も
、
国
際
交
流
に
つ
い
て
生
き
生
き
と

語
っ
て
く
れ
た
。

対
馬
へ
は
国
の
ジ
ェ
ッ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
外
国
語
青
年
招
致
事

業
）
で
派
遣
さ
れ
て
き
た
と
い
う
。

「
小
さ
い
頃
か
ら
、
国
際
交
流
の
仕
事
に
携
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
」

釜
山
郊
外
の
リ
ゾ
ー
ト
地
・
海
雲
台
近
く
に
住
ん
で
い
た
ス
ジ
ン

さ
ん
は
、
中
学
時
代
か
ら
外
国
人
に
興
味
を

持
っ
て
よ
く
話
し
か
け
る
、
と
て
も
積
極
的

な
女
の
子
だ
っ
た
と
い
う
。

「
そ
の
日
習
っ
た
言
葉
を
使
っ
て
み
た
く
て
、

話
し
か
け
て
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
人
が
多

か
っ
た
で
す
。
今
考
え
て
み
る
と
確
か
に
困

っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
お
年
寄
り
を

つ
か
ま
え
て
、
あ
な
た
は
大
き
く
な
っ
た
ら

何
に
な
り
た
い
で
す
か
、
な
ん
て
質
問
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」

異
文
化
交
流
が
楽
し
く
、
他
の
人
に
も
楽

し
い
経
験
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
と
外
国

語
高
校
に
進
学
す
る
。
選
択
肢
は
、
日
、
英
、

仏
、
中
、
独
の
五
ヶ
国
語
だ
っ
た
が
、
英
語

を
学
び
な
が
ら
も
第
二
外
国
語
も
本
格
的
に

学
び
た
い
と
、
一
番
近
い
国
の
言
葉
で
あ
る

日
本
語
を
選
ん
だ
。

そ
の
後
、
名
門
釜
山
大
学
の
日
語
日
文
学
科
で
学
ん
で
い
る
時
に
、

交
換
留
学
生
で
大
阪
に
滞
在
し
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

「
そ
の
頃
は
、
京
都
に
よ
く
行
っ
て
い
た
し
、
沖
縄
の
海
が
印
象
的

で
し
た
」

ず
っ
と
大
都
市
で
暮
ら
し
て
き
た
ス
ジ
ン
さ
ん
の
目
に
、
対
馬
は

ど
う
映
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。「

対
馬
は
自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
、
釜
山
と

は
ま
っ
た
く
違
い
ま
し
た
。
空
気
も
き
れ

い
だ
し
、
緑
も
き
れ
い
で
し
た
。
そ
し
て
、

純
粋
で
優
し
い
人
が
多
い
。
最
初
は
自
然

に
惹
か
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
人
に
惹

か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

し
か
し
、
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
が
な

か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

「
対
馬
で
の
出
勤
初
日
に
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ

た
の
は
、
電
気
を
消
し
た
部
屋
の
中
で
昼

ご
は
ん
を
一
人
一
人
食
べ
て
い
る
姿
で
し

た
。
韓
国
で
は
、
昼
時
間
は
人
脈
を
広
げ

る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
大
切
に
し
て
い
ま
し
た
。

弁
当
の
時
は
、
お
か
ず
を
交
換
し
合
っ
た

り
楽
し
く
賑
や
か
に
食
べ
る
も
の
だ
と
思

っ
て
い
た
の
に
」

特集 海と島の日本・Ⅳ

ハングル講座を取材中の韓国テレビ局と講師のソ・スジンさん。
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今
で
は
、
職
場
に
す
っ
か
り
溶
け
込
み
、
持
前
の
積
極
性
を
活
か

し
て
日
々
仕
事
に
励
ん
で
い
る
。

国
際
交
流
員
で
あ
る
ス
ジ
ン
さ
ん
の
仕
事
は
、
市
民
向
け
の
ハ
ン

グ
ル
講
座
を
開
催
し
た
り
、
韓
国
絡
み
の
イ
ベ
ン
ト
（
ア
リ
ラ
ン
祭

な
ど
）
を
手
伝
っ
た
り
、
韓
国
語
の
通
訳
や
翻
訳
な
ど
。
一
応
の
雇

用
期
間
は
三
年
間
だ
が
、
一
年
刻
み
で
最
大
五
年
ま
で
延
長
で
き
る

と
い
う
。

そ
ば
で
一
緒
に
話
を
聞
い
て
い
た
梅
野
さ
ん
が
、

「
市
民
向
け
の
ハ
ン
グ
ル
講
座
は
、
大
人
気
で
す
。
韓
流
ド
ラ
マ
か

ら
入
っ
た
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
ス
ジ
ン
さ
ん
は
来
春
で
三
年
目
が

終
わ
り
ま
す
が
、
も
う
一
年
延
期
に
な
る
予
定
で
す
」

日
韓
両
国
の
文
化
や
習
慣
の
違
い
を
分
か
り
や
す
く
書
い
た
本
や
、

ど
う
や
っ
た
ら
韓
国
語
が
楽
し
く
学
べ
早
く
覚
え
ら
れ
る
か
を
ま
と

め
た
本
を
作
り
た
い
と
い
う
の
が
、
ス
ジ
ン
さ
ん
の
夢
だ
と
い
う
。

韓
国
の
テ
レ
ビ
局
が
ス
ジ
ン
さ
ん
の
ハ
ン
グ
ル
講
座
を
取
材
に
く

る
と
聞
い
て
、
実
は
前
の
晩
に
飛
び
入
り
で
講
座
に
参
加
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
た
の
だ
が
、
分
か
り
や
す
く
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
講
義
は

好
感
が
も
て
た
し
、
聴
講
生
も
楽
し
そ
う
。
彼
女
な
ら
ば
、
き
っ
と

役
に
立
つ
本
を
作
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

釜
山
〜
対
馬
（
厳
原
・
比
田
勝
）
間
に
、
高
速
船
を
就
航
さ
せ
て

い
る
大
亜
高
速
海
運
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
対
馬
大
亜
ホ
テ
ル

が
、
厳
原
郊
外
の
東
海
岸
に
面
し
た
高
台
に
建
っ
て
い
る
。
眺
望
は

す
ば
ら
し
い
の
だ
が
、
日
本
人
観
光
客
が
こ
の
辺
ま
で
足
を
伸
ば
す

こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
だ
ろ
う
。
絶
景
を
眺
め
な
が
ら
ホ
テ
ル
の

テ
ラ
ス
で
、
支
配
人
の
尹
在
賢
（
ユ
ン
・
チ
ェ
ヒ
ョ
ン
）
さ
ん
に
話

を
聞
い
た
。
市
役
所
の
梅
野
さ
ん
に
よ
る
と
、
こ
の
ホ
テ
ル
自
体
、

対
馬
市
が
誘
致
し
た
も
の
だ
と
い
う
。

「
対
馬
に
き
て
三
ヶ
月
く
ら
い
で
、
ま
だ
あ
ま
り
歩
い
て
い
な
い
の

で
対
馬
の
こ
と
は
、
実
は
よ
く

分
か
ら
な
い
ん
で
す
」

夜
勤
明
け
の
疲
れ
が
見
え
る

尹
さ
ん
だ
っ
た
が
、
そ
う
前
置

き
し
な
が
ら
も
こ
ち
ら
の
質
問

に
は
丁
寧
に
応
え
て
く
れ
た
。

「
ガ
イ
ド
に
聞
い
た
と
こ
ろ
で

は
、
対
馬
に
く
る
お
客
さ
ん
の

多
く
は
初
め
て
の
海
外
旅
行
の

よ
う
で
す
。
あ
る
い
は
、
い
ろ

い
ろ
海
外
旅
行
を
し
て
最
後
に

対
馬
と
い
う
人
も
い
る
よ
う
で

す
が
。
す
ご
く
旅
慣
れ
て
い
な

い
か
、
旅
慣
れ
て
い
る
か
」

尹
さ
ん
の
言
う
と
お
り
で
、

海辺の高台に
建つ対馬大亜
ホテル。

韓
国
か
ら
近
く
、

自
然
の
豊
か
さ
が
魅
力

対
馬
大
亜
ホ
テ
ル
支
配
人
の

尹
さ
ん
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恐
ら
く
初
め
て
の
海
外
旅
行
と
い
う
人
が
、
大
半
だ
ろ
う
。
そ
れ
ま

で
さ
ま
ざ
ま
な
人
か
ら
聞
い
た
韓
国
人
観
光
客
に
対
す
る
悪
評
は
、

三
、
四
〇
年
前
に
農
協
さ
ん
（
農
協
観
光
に
引
き
連
れ
ら
れ
た
旅
慣

れ
な
い
、
外
国
の
マ
ナ
ー
も
知
ら
な
い
観
光
客
の
こ
と
）
た
ち
が
、

欧
米
で
文
化
の
違
い
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
し

て
い
た
時
代
と
重
な
っ
て
見
え
る
。

「
お
客
さ
ん
は
、
対
馬
の
ど
ん
な
点
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
よ
う
で

す
か
」

「
自
然
が
よ
く
残
っ
て
い
る
点
が
、
魅
力
的
だ
と
い
う
人
が
多
い
で

す
」ス

ジ
ン
さ
ん
が
対
馬
に
抱
い
た
印
象
と
同
じ
だ
っ
た
。
対
馬
の

山
々
を
毛
が
ふ
さ
ふ
さ
と
表
現
す
れ
ば
、
韓
国
の
山
々
は
毛
が
す
っ

か
り
薄
く
な
っ
て
い
る
状
態
だ
。

「
韓
国
か
ら
一
番
近
い
外
国
、
と
い
う
の
も
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

釜
山
か
ら
五
〇
キ
ロ
し
か
離
れ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
。
そ
し
て
、
日
本

本
土
よ
り
安
く
来
る
こ
と
が
で
き
る
。
釜
山
の
免
税
店
で
、
ブ
ラ
ン

ド
物
を
安
く
買
え
る
と
い
う
の
で
、
わ
ざ
わ
ざ
対
馬
観
光
に
参
加
し

て
い
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
」

こ
れ
は
意
外
な
参
加
理
由
だ
っ
た
が
、
お
目
当
て
の
ブ
ラ
ン
ド
物

が
港
の
免
税
店
（
空
港
に
比
べ
る
と
格
段
に
貧
弱
ら
し
い
）
で
買
え
、

そ
の
つ
い
で
に
海
外
旅
行
も
で
き
る
な
ら
、
そ
れ
も
あ
り
だ
ろ
う
。

「
個
人
客
は
ご
く
一
部
で
、
お
客
さ
ん
は
ほ
と
ん
ど
団
体
で
す
。
一

般
募
集
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
と
、
多
い
の
が
同
窓
会
の
旅
行
で
す
。

リ
ピ
ー
タ
ー
は
、
た
ま
に
個
人
で
い
る
く
ら
い
で
す
」

こ
れ
も
、
同
窓
会
で
と
は
意
外
だ
っ
た
。

「
街
の
ホ
テ
ル
か
ら
は
、
大
亜
は
景
気
が
い
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
価
格
競
争
が
激
し
く
て
現
状
維
持
で
精
一
杯
で

す
。
ホ
テ
ル
だ
け
で
は
、
も
う
か
り
ま
せ
ん
。
お
客
さ
ん
の
九
割
以

上
は
韓
国
人
で
す
。
韓
国
人
だ
か
ら
安
く
し
て
く
れ
、
よ
く
し
て
く

れ
っ
て
言
わ
れ
大
変
で
す
。
団
体
料
金
は
、
朝
食
付
き
で
週
末
は
五

〇
〇
〇
円
、
平
日
は
四
五
〇
〇
円
で
す
。
従
業
員
は
、
韓
国
人
よ
り

日
本
人
の
方
が
多
い
し
、
給
料
が
一
番
高
い
の
は
私
で
は
な
く
日
本

人
で
す
」

部
屋
数
は
二
七
室
で
、
定
員
は
六
二
名
。
な
か
な
か
宿
で
夕
食
を

食
べ
て
く
れ
な
い
と
嘆
い
た
。

「
嬉
し
か
っ
た
の
は
、
韓
国
と
日
本
で
国
際
結
婚
し
た
家
族
が
、
お

互
い
の
両
親
と
子
ど
も
を
連
れ
て
泊
っ
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。
最
初

か
ら
分
か
っ
て
い
た
ら
、
も
っ
と
サ
ー
ビ
ス
で
き
る
ん
で
す
が
。
そ

れ
か
ら
、
大
亜
グ
ル
ー
プ
の
イ
メ
ー
ジ
を
損
な
わ
な
い
よ
う
、
で
き

る
だ
け
対
馬
に
溶
け
込
む
努
力
を
し
て
い
る
つ
も
り
で
す
」

韓
国
人
か
ら
時
々
日
本
人
と
間
違
え
ら
れ
る
と
い
う
風
貌
の
尹
さ

ん
は
、
物
静
か
に
語
っ
て
く
れ
た
。

十
数
年
前
か
ら
韓
国
人
大
学
生
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け
入
れ
て
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対
馬
の
人
は
昔
か
ら

韓
国
人
と
な
じ
み
が
あ
る

老
舗
菓
子
店
主
の

江
崎
さ
ん
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い
る
、
元
祖
か
す
ま
き
の
店
・
江
崎
泰
平
堂
の
江
崎
泰
平
さ
ん
は
、

韓
国
人
が
こ
こ
ま
で
増
え
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
と
、
驚
き
を
隠
さ

な
い
。

「
厳
原
〜
馬
山
に
も
船
が
就
航
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
何

回
か
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
度
の
航
路
も
、
一
ヶ
月
く
ら
い
で

終
わ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
意
外
で
し
た
。
帰
る
前
に
厳

原
の
街
を
散
歩
し
て
い
る
途
中
で
立
ち
寄
り
、
か
す
ま
き
を
よ
く
買

っ
て
く
れ
ま
し
た
が
、
最
近
は
比
田
勝
か
ら
帰
る
人
た
ち
も
増
え
て
、

売
上
げ
は
昔
ほ
ど
で
は
な
い
で
す
ね
。
街
の
中
を
グ
ル
ー
プ
で
歩
い

て
い
る
人
は
、
ほ
と
ん
ど
韓
国
人
観
光
客
で
す
。
日
本
人
団
体
客
は
、

珍
し
い
で
す
よ
」

対
馬
ハ
ッ
ピ
ー
ス
テ
イ
の
会
と
い
う
受
け
入
れ
組
織
が
あ
り
、
一

〇
家
庭
ほ
ど
が
参
加
し
て
い
る
。

「
そ
う
、
初
め
は
ず
い
ぶ
ん
戸
惑
う
こ
と
も
多
か
っ
た
で
す
よ
ね
。

そ
っ
ぽ
を
向
く
し
（
目
上
の
人
に
敬
意
を
払
っ
て
直
視
し
な
い
）、

茶
碗
は
持
た
ず
に
ご
飯
を
食
べ
る
し
」

と
、
江
崎
さ
ん
と
同
じ
く
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け
入
れ
て
い
る
、
梅

野
さ
ん
が
言
っ
た
。

「
し
か
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
相
互
理
解
も
深
ま
る
し
、
対
馬
フ
ァ

ン
を
増
や
す
こ
と
も
で
き
る
。
韓
国
人
と
知
り
合
っ
た
の
は
、
ヨ
ッ

ト
で
対
馬
に
寄
っ
た
人
が
最
初
で
し
た
。
釣
り
を
し
て
い
る
の
で
、

船
も
海
も
大
好
き
で
。
ヨ
ッ
ト
乗
り
は
富
裕
層
が
多
い
ん
で
す
。
英

仏
な
ど
数
ヶ
国
の
人
が
乗
り
合
わ
せ
て
い
て
、
オ
ー
ナ
ー
の
奥
さ
ん

に
着
物
を
着
せ
て
あ
げ
た
り
、

他
の
人
と
も
一
緒
に
酒
を
飲

ん
だ
り
。
韓
国
へ
は
四
、
五

〇
回
は
行
っ
て
い
る
か
な
。

釜
山
へ
は
、
ヨ
ッ
ト
で
行
っ

た
こ
と
も
四
回
あ
り
ま
す
。

時
化
で
四
〇
度
く
ら
い
傾
い

た
ま
ま
行
っ
た
こ
と
も
あ

る
」海

況
が
よ
け
れ
ば
、
釜
山

ま
で
ヨ
ッ
ト
で
九
、
一
〇
時

間
だ
が
、
悪
け
れ
ば
一
三
時

間
く
ら
い
か
か
る
と
い
う
。

ち
な
み
に
、
済
州
島
ま
で
は

福
岡
と
ほ
ぼ
同
じ
で
二
四
時

間
だ
と
か
。

「
韓
国
語
な
ら
、
少
し
は
で
き
ま
す
よ
。
対
馬
の
人
は
、
昔
か
ら
韓

国
人
と
は
な
じ
み
が
あ
り
ま
し
た
。
炭
焼
き
は
、
大
半
が
韓
国
の
人

で
し
た
。
金
持
ち
は
ヤ
ン
バ
ン
（
両
班
。
支
配
階
級
の
こ
と
）
と
い

っ
て
い
た
し
、
チ
ン
グ
（
友
達
）
や
チ
ョ
ン
ガ
ー
（
独
身
）
な
ど
、

韓
国
語
の
単
語
を
ふ
つ
う
に
使
っ
て
い
ま
し
た
」

韓
国
語
表
示
の
あ
る
江
崎
さ
ん
の
店
に
も
、
右
翼
ら
し
き
人
々
が

や
っ
て
き
た
と
い
う
。

かすまきの
老舗・江崎
泰平堂。
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「
二
組
き
ま
し
た
。
旅
行
者
に
、
罵
詈
雑
言
を
浴
び
せ
て
。
最
初
は
、

二
〇
人
く
ら
い
だ
っ
た
か
な
。
二
回
目
は
、
数
人
。
島
民
に
対
し
て
、

さ
ん
ざ
ん
失
礼
な
言
い
方
を
し
て
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。
国
策
の

『
よ
う
こ
そ
日
本
』
で
観
光
客
を
増
や
そ
う
と
い
う
時
に
、
本
当
に

失
礼
な
人
た
ち
で
す
。
韓
国
人
も
、
昔
に
比
べ
た
ら
格
段
に
マ
ナ
ー

が
よ
く
な
り
ま
し
た
」

対
馬
を
取
材
し
た
の
は
一
〇
月
下
旬
だ
っ
た
が
、
そ
れ
か
ら
二
ヶ

月
ほ
ど
で
ウ
ォ
ン
が
一
年
半
前
の
約
半
額
ま
で
下
落
す
る
な
ど
、
さ

ら
に
劇
的
な
変
化
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
恐
ら
く
平
成

二
一
年
に
対
馬
を
訪
れ
る
韓
国
人
は
激
減
す
る
だ
ろ
う
。
一
方
、
日

本
も
閉
塞
的
な
経
済
状
況
で
、
本
土
か
ら
の
観
光
客
が
増
え
る
要
因

は
な
に
も
な
い
。

こ
れ
か
ら
の
世
界
経
済
が
ど
こ
へ
流
れ
て
い
く
の
か
、
自
信
を
持

っ
て
言
え
る
人
が
誰
一
人
と
し
て
い
な
い
今
、
先
の
こ
と
を
語
る
の

は
難
し
い
が
、
対
馬
は
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
韓
国

と
は
よ
り
深
く
付
き
合
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

日
本
の
国
土
と
し
て
対
馬
の
安
全
保
障
は
重
要
な
問
題
だ
が
、
そ

れ
は
大
陸
側
に
面
し
た
他
の
多
く
の
島
々
に
も
言
え
る
こ
と
で
あ
り
、

小
笠
原
諸
島
や
南
西
諸
島
も
同
じ
。
韓
国
人
、
そ
し
て
韓
国
資
本
の

動
向
を
把
握
し
つ
つ
、
逆
に
積
極
的
に
韓
国
と
の
交
流
を
図
っ
て
は

ど
う
か
。
す
で
に
、
ア
リ
ラ
ン
祭
と
い
う
長
く
続
く
交
流
イ
ベ
ン
ト

も
あ
る
の
だ
か
ら
。

隣
あ
っ
た
国
同
士
は
、
世
界
中
ほ
と
ん
ど
ど
こ
で
も
仲
が
良
く
な

い
も
の
だ
が
、
お
互
い
引
っ
越
し
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
れ

な
ら
ば
、
機
会
を
と
ら
え
て
お
互
い
の
理
解
を
深
め
る
、
通
信
使
が

往
来
し
た
時
代
の
よ
う
な
交
わ
り
が
で
き
れ
ば
、
最
良
の
安
全
保
障

に
な
る
は
ず
だ
。
日
本
を
手
軽
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
場
や
仕
組
み

を
、
対
馬
で
つ
く
り
上
げ
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
今
後
求
め
ら
れ
て

い
く
の
で
は
な
い
か
。

■
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福岡市から壱岐を経て147km、長崎県最
北端に位置する国境の島。韓国釜山から
は49.5km。面積696.1km2、周囲832.9km、
人口36,905人（平成20年12月現在）。全
島の約90％が標高300～500mの山地とな
っており、原生林を含む山林で覆われて
いる。ツシマとは津（港）の島という意
味で、原始・古代以来、大陸の文化を伝
える窓口として交通の要衝となっていた。
室町時代以降、宗氏が島主として永く支
配し、鎖国以降は朝鮮との外交・貿易を
宗氏の対馬藩が独占するなど特権を保ち、
朝鮮通信使の受け入れにもあたっていた。
平成16年3月に2郡6町が合併し、1島1市
の対馬市が誕生した。

対
つ

馬
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島
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馬山 

北九州市 
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五島列島 済州島 

福岡市 
 

長崎市 

国
家
安
全
保
障
は

積
極
的
な
国
際
交
流
を
基
盤
に


